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に
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て
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は.

じ

め

東
菅
王
朝
が
北
来
の
流
寓
貴
族
の
政
治
的
文
化
的
な
主
導
権
の
下
、
江
南
土
着
の
豪
族
屠
を
匪
倒
し
て
形
成
さ
れ
た
の
は
、
確
か
な
事
責
で

あ
ろ
う
。
川
勝
義
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
東
菅
初
の
王
敦
の
飽
・
蘇
峻
の
凱
の
卒
定
後
、
三
三

0
年
代
に
は
門
閥
主
義
的
な
貴
族
睦
制
が
確
立
さ

(

1

)

 

一
部
の
名
門
を
除
く
大
多
数
の
江
南
土
着
の
豪
族

・
士
族
は
、
寒
門
・
寒
人
の
地
位
に
甘
ん
じ
た
と
。
周
知
の
よ
う
に
南
人
の
豪
族
屠
の

れ



聞
か
ら

‘「
呉
人
を
駕
御
」
し
た
北
人
に
射
す
る
抵
抗
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
東
膏
王
朝
成
立
前
夜
に
厭
起
し
た
義
輿
の
周
蹄
の
凱
が
そ

(

2

)

 

れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
叛
飽
が
即
座
に
鎮
座
さ
れ
る
と
、
直
接
的
な
抵
抗
は
跡
絶
え
}た
。
東
菅
末
に
至
り
、

三
臭
地
方
の
土
着
豪
族
が
多
数

加
わ
っ
た
孫
恩
・
宜
循
の
率
い
る
宗
教
叛
蹴
が
起
こ
る
。
だ
が
孫
恩
が
北
人
の
遁
数
指
導
者
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
も

は
や
南
人
の
北
人
に
劃
す
る
抵
抗
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
江
商
社
舎
の
宗
教
・
政
治
・
祉
舎
費
化
の
刻
印
を
み
い
だ
す
こ
と
も
可
能

だ
ろ
う
。

孫
恩
・
屋
循
の
範
に
先
立
つ
こ
と
三
十
数
年
の
輿
寧
・
太
和
年
開
(
一
一
一
六
=
丁
三

首
都
建
康
の
膝
下
、
丹
揚
郡
の
東
南
の
郡
境
に
位
置
す
る
茅
山
を
中
心
に
、

-ひ
そ
か
に
神
降
し
が
行
わ
れ
た
。
丹
陽
句
容
の
寒
門
、

許
論
・
許
鯛
父
子
が
霊
媒
楊
義
を
通
し
て
道
散
の
神
々
|
|
員
人
た
ち
の
啓
示
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
啓
示
は
楊
義
に
よ
っ
て
書
き
取
ら

れ
、
そ
れ
を
許
論
と
許
翻
が
筆
寓
し
た
。
楊
・
許
の
死
後
、
こ
の
文
書
は
散
侠
、
一
部
は
改
鼠
・
紛
失
を
蒙
り
な
が
ら
も
、
主
に
呉
舎
地
方
の

南
人
寒
門
・
寒
人
出
身
の
隠
逸
|
|
道
士
の
聞
に
博
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
南
斉
末
の
五

O
O年
頃
、
茅
山
波
道
教
の
宗
祖
、
南
人
寒
門
出
身
の

さ
て
、
東
区
目
玉
朝
の
政
治
鐙
制
確
立
か
ら
三
十
数
年
後
、

七一)、

陶
弘
景
が
散
侠
し
た
文
書
を
蒐
葉
、
楊
・
許
の
筆
跡
に
準
接
し
て
そ
の
員
偽
を
糾
し
、
詳
細
な
注
を
附
け
て
編
集
し
、

お
っ
げ

(
3
)

詰

-
rと
題
し
た
。

『
員
詰
』
|
|
員
人
の

- 25ー

『
員
詰
』
に
集
成
さ
れ
た
文
書
は
啓
示
の
記
録
の
外
、

a

経
典
の
抜
粋
、
楊
・
許
の
員
人
に
宛
て
た
「
書
」
な
ど
を
含
み
、

そ
の
内
容
も
多
岐
に
亙
る
|
|
仙
界
を
語
っ
た
員
人
の
詩
、
種
々
の
紳
仙
術
、
幽
界
の
構
想
等
々
。
さ
ら
に
末
尾
に
は
楊
・
許
自
身
の
夢
の
記

録
と
手
紙
、
陶
弘
景
の
撰
速
に
な
る
編
集
の
費
書
と
許
氏
の
家
譜
が
附
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
陶
弘
景
は
『
員
詰
』
を
接
心
に
据
え
て
茅
山
涯
道
数
を
集
大
成
し
、
そ
の
後
、
茅
山
涯
は
主
に
寒
門
・
一寒
人
層
の
信
仰
を
集

め
て
唐
代
で
は
宗
教
界
の
大
き
な
潮
流
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
史
の
脈
絡
か
ら
す
れ
ば
『
員
詰
』
は
劃
期
的
な
意
義
を
捲
う
が
、

そ
の

源
泉
た
石
楊
・
許
の
降
紳
は
同
時
代
の
人
々
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
り
、
陶
弘
景
に
至
る
ま
で
は
歴
史
の
聞
に
渡
し
て
い
た
。

だ
が
た
と
え
伏
流
で
あ
る
に
せ
よ
、
百
数
十
年
聞
に
及
ぶ
『
員
詰
』
文
書
の
停
承
の
経
緯
は
、
そ
れ
が
こ
の
時
代
の
南
人
寒
門
・
寒
人
層
に
普

遍
的
な
一
意
一
味
を
も
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
か
く
て
問
題
は
、
『
員
詰
』
と
い
う
新
た
な
地
卒
を
拓
い
た
楊
・
許
の
宗
教
的
な
想
像
力
そ
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の
も
の
と
、

か
か
る
想
像
力
を
生
み
だ
し
た
祉
曾
朕
況
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
韓
、

『
員
詰
』
は
そ
の
時
々
の
楊

・
許
の

精
神
の
投
影
と
も
い
う
べ
き
降
紳
の
所
産
で
あ
り
、
そ
の
宗
激
的
想
像
力
は
す
ぐ
れ
て
南
人
寒
門
・
寒
人
と
し
て
の
政
治

・
祉
曾
意
識
を
内
在

せ
し
め
て
い
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
東
菅
も
後
半
に
さ
し
か
か
る
時
代
の
歴
史
扶
況
と
切
り
結
ん

だ
南
人
寒
門
・
寒
人
の
政
治

・
社
曾
意
識
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

『
員
詰
』
に
つ

い
て
は
、
道
数
史
の
領
域
か
ら
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
、
近
年
で
は
教
義
の
綿
密
な
分
析
、

全
鐙
像
を
解
読
し
よ
う
と
す
る

(
4〉

試
み
も
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
『
員
詰
』
を
嘗
時
の
社
舎
と
の
関
連
か
ら
把
握
し
よ
う
と
し
た
M
M
ス
ト
リ
ッ
ク
マ
ン
「
茅
山
に

ハ
5
〉

お
け
る
魯
示
|
|
遁
数
と
貴
族
社
舎
|
|
」
で
あ
る
。
そ
の
論
旨
は
概
ね
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
東
菅
王
朝
が
成
立
す
る
と
、
南
人
は

北
来
の
新
し
い
政
治
鐙
制
た
る
貴
族
制
、
そ
れ
に
伴
っ
て
渡
来
し
た
華
北
の
天
師
道
に
政
治
的
に
も
精
神
的
に
も
屈
従
す
る
。
だ
が
『
員
詰
』

に
お
い
て
北
方
の
天
師
道
と
、
南
方
の
俸
統
|

|
呉
越
の
亙
の
愚
依
を
伴
う
祭
儀
、

奮
江
南
知
識
人
の
書
た
る

『
抱
朴
子
』
な
ど
を
自
究
的
に

統
合
し
、
南
者
を
超
越
し
た
よ
り
高
位
の
仙
界
と
修
道
法
と
に
襲
容
せ
し
め
た
。
許
氏
ら
選
ば
れ
た
南
人
豪
族
は
こ
の
仙
界
で
仙
官
に
な
る
こ

と
が
拘
束
さ
れ
、
そ
れ
を
逼
し
て
北
人
支
配
者
へ
の
政
治
的

・
精
神
的
屈
従
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
と
。
こ
の
見
解
は
、
南
人
の
精
神
の
軌
跡

東
菅
半
ば
の
祉
舎
は
南
人
と
北
人
と
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、

貴
族
と
寒

- 26一

を
理
解
す
る
上
で
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
。

し
か
し
た
と
え
ば
、

門

・
寒
人
と
の
関
係
の
二
重
の
絡
み
合
い
に
お
い
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
な
お
歴
史
の
硯
座
か
ら
考
察
す

る
徐
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、

『
員
詰
』
の
記
述
そ
の
も
の
に
沿
っ
て
楊

・
許
の
宗
数
的
想
像
力
の
描
く
世
界
像
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
解
讃
し
、
そ

か
か
る
想
像
力
が
ど
の
よ
う
な
祉
曾
扶
況
に
由
来
す
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
、

こ
う
し
た
回
路
を
通
し
て
『
員
詰
』
の
基
底
に
潜
在
す
る
政
治

・
社
曾
意
識
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
従
来
の
『
員
詰
』
研
究
に
屋
上
屋
を
架

の
世
界
像
が
嘗
時
の
杜
舎
と
ど
う
相
互
に
関
連
す
る
の
か
、

す
、
し
か
も
迂
遠
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
『
員
詰
』
の
世
界
像
は
、
東
菅
後
半
か
ら
南
朝
に
か
け
て
の
歴
史
の
水
面
下
に
潜
む
よ
り
康
範
な
南

人
寒
門
・
寒
入
居
の
意
識
構
造
に
深
く
根
を
降
ろ
す
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
位
相
を
異
に
は
す
る
が
、
東
菅
末
の
孫
恩

・
直
循
の
観
に
も
一



脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
章

丹
陽
句
容
の
許
氏
と
宗
教
活
動

(
6〉

許
氏
に
つ
い
て
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
手
が
か
り
は
、
陶
弘
景
が
撰
述
し
た
「
員
由
同
世
譜
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
丹
陽
勿
容
の
許
氏
は
、

後
漢
末
に
汝
南
卒
輿
か
ら
移
住
し
て
き
た
後
漢
王
朝
の
奮
官
僚
、
許
光
に
始
ま
る
と
い
う
。
つ
い
で
許
氏
は
呉
王
朝
に
出
仕
、
移
住
後
三
世
代

(
7〉
(

8

)

〈

9
〉

以
降
は
、
江
南
土
着
の
官
僚
の
家
|
|
丹
陽
句
容
の
菖
氏
、
丹
陽
稼
陵
の
陶
氏
、
膏
陵
(
奥
の
枇
陵
〉
の
華
氏
と
逼
婚
し
て
お
り
、

江
南
枇
曾

に
一深
く
根
づ
い
て
い
た
こ
と
を
看
取
で
き
る
。

さ
て
三

O
七
年
、
安
東
将
軍
・
都
督
揚
州
江
南
諸
軍
事
・
浪
邪
王
容
が
建
鄭
に
軍
府
を
聞
く
。
許
論
の
父
・
許
副
は
安
東
将
軍
府
の
参
軍
に

就
官
、
早
い
時
期
か
ら
東
菅
政
権
に
参
輿
し
、
三
二
二
年
の
王
敦
の
範
で
は
、
南
人
孔
坦
が
率
い
た
王
敦
の
武
将
・
呉
輿
の
沈
充
討
伐
一軍
に
参

加
し
て
鯨
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
許
副
の
弟
で
勇
猛
・
気
侠
を
稽
せ
ら
れ
た
許
朝
は
1

荊
江
一
帯
の
諸
郡
太
守
を
歴
任
、
南
人
甘
卓
の
糾
合
し
た

王
敦
討
伐
寧
に
参
加
す
る
が
、
宇
ば
で
甘
卓
が
暗
殺
さ
れ
る
と
自
殺
し
て
果
て
た
。
つ
ま
り
許
氏
は
多
く
の
南
人
と
同
様
、
武
人
と
し
て
東
菅

王
朝
の
確
立
過
程
に
身
を
投
じ
て
官
界
へ
の
進
出
を
謀
っ
た
の
で
あ
る
ー
ー
ー
但
し
後
述
す
る
よ
う
に
『
員
詰
』
は
、
許
副
、
許
朝
の
か
か
る
あ

- 27 ~ 

り
方
に
批
判
的
で
あ
る
が
。

そ
れ
で
は
、
東
菅
に
お
け
る
許
氏
の
祉
曾
的
位
相
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
一丹
陽
郡
は
、
江
南
祉
舎
の
中
で
も
豪
族
勢
力
の
脆
弱
な
地
域
で

(

叩

)

(

江

)

あ
っ
た
と
い
う
。
許
氏
が
ど
の
程
度
の
豪
族
な
の
か
剣
然
と
し
な
い
が
、
許
論
の
家
に
限
っ
て
い
え
ば
、
数
名
の
「
民
奴
」
・
「
門
附
」
な
ど
を

よ

よ

(

ロ

〉

確
認
で
き
る
も
の
の
、
大
規
模
な
農
業
経
営
を
営
ん
で
い
た
形
跡
は
な
い
。
と
は
い
え
、
許
氏
は
「
家
世
土
族
」
と
稽
せ
ら
れ
た
家
柄
で
あ

る
。
た
と
え
ば
武
人
と
し
て
出
設
し
た
許
副
も
、
剣
勝
令
に
赴
任
す
る
と
曾
稽
に
居
た
北
人
名
門
・
謝
突
兄
弟
と
交
遊
し
た
と
あ
り
、
文
人
と

し
て
の
素
養
を
み
い
だ
せ
る
。
だ
が
許
誼
・
許
確
兄
一弟
が
散
騎
常
侍
・
逼
直
散
騎
常
侍
と
い
う
賓
質
を
伴
わ
ぬ
三
品
官
に
就
官
し
た
外
は
、
五

品
以
下
の
地
方
官
・
軍
府
参
寧
な
ど
に
止
ま
っ
た
。
そ
の
逼
婚
圏
も
ま
た
、
果
以
来
の
姻
戚
で
あ
る
葺
氏
、
陶
氏
、
華
民
ら
、
南
人
寒
門
の
開
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で
幾
重
に
も
結
ぼ
れ
た
閉
鎖
的
な
も
の
で
あ
り
、
典
型
的
な
南
人
寒
門
の
家
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

許
氏
は
、
東
菅
初
か
ら
天
師
道
を
信
奉
し
て
い
た
ら
し
い
。
天
師
道
吉
陽
治
の
左
領
神
祭
酒
で
抱
朴
子
葛
洪
の
師
・
南
海
太
守
飽
視
の
仙
術

(
日
〉

を
も
侍
え
る
李
東
が
許
家
に
出
入
り
し
、

災
厄
を
除
去
す
る
天
師
道
の
儀
躍
を
執
り
行
っ

て
い
る
。
だ
が
這
数
に
深
く
傾
斜
し
て
ゆ
く
の
は
、

許
副
の
子
の
世
代
、
東
晋
王
朝
成
立
前
夜
に
生
ま
れ
た
許
遁
・
許
論
兄
弟
に
お
い
て
で
あ
る
。
も
っ
と
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
許
氏

(

M

)

(

お
)

の
通
婚
圏
そ
の
も
の
が
一
種
の
宗
数
空
間
で
あ
っ
た
。
許
朝
の
妻
は
葛
洪
の
姉
。
基
洪
は
飽
視
に
師
事
し
て
そ
の
女
を
要
っ
た
。
ま
た
姻
戚
の

華
僑
は
、
霊
媒
と
し
て
の
責
質
を
も
っ
て
い
た
。
寒
門
武
人
と
し
て
出
渡
し
た
許
氏
の
聞
か
ら
新
し
い
道
数
が
生
ま
れ
る
素
地
は
、
確
か
に
存

在
し
た
の
で
あ
る
。

許
遁
は
仕
官
を
好
ま
ず
、
家
を
圏
携
す
る
宗
教
的
環
境
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
、
李
東
と
飽
観
に
師
事
、

し
昇
仙
し
た
と
俸
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
許
遁
は
曾
稽
に
居
た
王
義
之
と
紳
仙
術
を
遁
し
て
交
遊
が
あ
り
、

(

国

)

道
士
と
し
て
知
ら
れ
た
。
許
氏
の
中
で
こ
の
許
遁
の
み
が
、
史
書
に
名
を
留
め
て
い
る
|
|
但
し

『
員
詰
』

は、

自
力
本
願
の
煉
丹
術
な
ど
の

ひ
た
む
一念

技
術
に
よ
る
昇
仙
を
重
視
し
た
そ
れ
ま
で
の
紳
仙
思
想
を
、
技
術
で
は
な
く
精
誠
さ
、
倫
理
性
な
ど

タ心
。
の
深
さ
で
超
え
よ
う
と
し
た
も
の

(

げ

)

と
い
う
。
こ
の
た
め
首
時
の
世
評
と
は
違
っ

て
許
遁
は
も
と
よ
り
飽
親
、
菖
洪
、
李
東
の
系
譜
を
徐
り
高
く
評
慣
し
て
い
な
い
。

つ
い
で
果
郡

・
臭
輿
の
山
中
で
修
道

「朝
臣

・
時
望
」
の
聞
に
も

- 28ー

一
方
、
弟
の

許
論
も
一
時
は
茅
山
山
麓
を
開
墾
し
て
茅
山
に
隠
遁
し
よ
う
と
試
み
た
形
跡
が
あ
る
(巻

二

|
二

O
紙
〉
。
だ
が
結
局
は
許
湛
と
は
劉
際
的
に
、

郡
主
簿
に
起
官
、
太
泉
博
士
・

徐
桃
令
・
尚
書
郎
・
郡
中
正
・
護
軍
長
史
・
給
事
中
・
散
騎
常
侍
と
そ
の
生
涯
を
官
界
で
過
ご
し
た
。
そ
の
傍

し
か
し
そ
れ
と
は
別
の
地
卒
を
拓
く
こ
と
に
な
る
宗
教
活
動
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る。

許
論
が
『
員
詰
』
に
も
登
場
す
る
異
人
か
ら
啓
一
示
を
受
け
る
、
そ
の
最
初
の
霊
媒
の
役
割
を
果
し
た
の
は
、
先
に
も
燭
れ
た
姻
戚
の
華
僑
で

(
凶

〉

あ
る
。
華
僑
は
嘗
初
「
俗
薦
」
を
信
じ
て
俗
紳
の
愚
依
に
苦
し
む
が
、
「
入
道
」
し
て
「
員
仙
」
を
幻
視
し
、

そ
の
啓
示
を
許
誼
に
俸
え
た
。

だ
が
啓
示
を
外
部
に
洩
ら
し
て
霊
媒
役
を
は
ず
さ
れ
、
そ
の
後
、
江
乗
鯨
令
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
許
誼
と
そ
の
子
の
許
鯛
の
宗
教
活
動
に

「
本
是
れ
臭
の
人
に
似
た
り
、
来
り
て
句
容
に
居

ら
、
お
そ
ら
く
許
遁
ら
の
影
響
の
下
に
、

さ
ら
に
新
た
な
局
面
を
拓
い
た
の
は
、
通
婚
閣
の
外
側
か
ら
訪
れ
た
楊
義
で
あ
る
。
楊
義
、



す
」
と
。
本
貫
す
ら
唆
昧
な
「
地
微
」

(
川
口
〉

人
と
し
て
楊
義
に
屡
々
降
っ
て
い
る
〉
の
息
子
に
経
典
を
俸
授
さ
れ
、

(
m
v
 

識
に
も
、
逼
じ
て
い
た
。
楊
畿
の
降
紳
は
輿
寧
三
年
(
三
六
五
)
に
集
中
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
同
じ
頃
、
許
誼
の
推
奉
に
よ
っ
て
曾
稽
王
星
の

(

幻

〉

司
徒
公
府
舎
人
|
|
寒
人
の
就
く
九
品
官

l
lに
就
官
し
て
い
る
。
か
く
て
『
員
詰
』
の
成
立
に
は
、
華
僑
、
楊
義
と
い
う
南
人
寒
門
・
寒
人

(
巻
一
九
|
六
紙
)
の
生
ま
れ
。
幼
い
噴
か
ら
「
逼
霊
の
聾
」
あ
り
、
北
来
の
貌
夫
人
(
茅
山
源
の
租
、
員

さ
ら
に
書
霊
に
巧
み
で
、

士
大
夫
の
俸
統
的
な
数
養
、

最
新
の
併
数
の
知

の
二
人
の
霊
媒
が
介
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
)|
こ
こ
に
嘗
時
の
南
人
の
精
神
朕
況
の

一
端
を
窺
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
楊
・
許
の
宗
致
活
動
は
ど
の
よ
う
な
'
o
場
。
を
背
景
と
し
た
の
か
。
許
謡
と
楊
義
は
官
界
に
身
を
置
く
傍
ら
茅
山
に
山
館
を
建

(

幻

〉

て
、
許
掴
は
そ
こ
で
修
道
ーに
専
心
し
た
。
こ
の
茅
山
こ
そ
揚
・
許
の
精
神
の
援
貼
で
あ
ろ
う
。
員
人
は
官
僚
と
修
道
の
南
立
I
l
l
-
」
丸
も
山
中

で
の
修
道
を
重
視
し
た
『
抱
朴
子
』
の
系
譜
と
異
な
る
が
ー
ー
ー
を
説
く
反
面
、
「
東
山
」
(
茅
山
〉
に
隠
遁
す
る
よ
う
執
助
に
誘
う
。
そ
も
そ
も

俗
界
は
汚
濁
し
た
場
で
あ
り
、
揚
義
へ
の
啓
示
で
「
今
人
の
風
塵
の
休
盛
に
居
る
者
は
、
乃
ち
多
罪
の
下
鬼
、
趣
死
の
考
質
な
り
云
々
」
(
巻
二

|
九
紙
)
と
巌
し
い
言
酔
す
ら
投
げ
つ
け
て
隠
遁
を
賞
揚
す
る
。
官
界
と
茅
山
と
の
聞
で
葛
藤
す
る
許
誼
と
楊
義
の
内
面
の
表
出
で
も
あ
ろ
う
。

こ
の
茅
山
は
古
く
か
ら
紳
仙
信
仰
の
場
で
あ
り
、
陶
弘
景
の
頃
に
も
山
麓
の
述
撞
村
な
ど
の
村
々
に
神
仙
廟
が
置
か
れ
、
民
聞
の
祭
洞
が
行
わ

れ
て
い
た
ハ
巻
二
1

九
紙
、
及
び
注
)
。
許
説
は
こ
う
述
懐
す
る
|
|
少
年
の
頃
、
連
配
の
「
番
宿
」
か
ら
「
茅
山
上
に
蹴
叡
仙
人
あ
り
」
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
(
向
上
l
一
七
紙
〉
。
一
方
、
『
抱
朴
子
内
篇
』
金
丹
に
は
煉
丹
に
適
し
た
山
の
ひ
と
つ
に
地
肺
山
(
茅
山
〉
を
拳
げ
、
許
遁

(

幻

)

は
臭
輿
の
山
中
と
「
茅
嶺
の
洞
室
」
と
を
往
来
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
茅
山
は
許
誼
の
信
仰
の
揺
監
の
地
で
あ
り
、
許
蓮
ら
の
影
響
の
下

に
『
員
詰
』
の
主
要
な
舞
蓋
に
碍
化
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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茅
山
の
述
撞
村
に
ほ
、
許
誼
と
関
わ
り
の
あ
る
這
数
徒
の
家
が
あ
っ
た
。
許
誼
の
員
人
に
宛
て
た
「
書
」
に
、
茅
山
を
往
還
す
る
途
中
、
述

虚
の
徐
汎
の
家
に
立
ち
寄
り
、
ま
た
朱
家
の

「
静
中
」
(
静
舎
の
中
)
に
降
紳
に
関
わ
る
秘
す
べ
き
文
書
を
置
き
忘
れ
た
と
(
巻
一
一

ー
一
九紙、
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注
、
巻
一
三
|
一
七
紙
注
〉
。

一
六
紙
)
。
陶
弘
景
は
、
述
壇
村
で
租
先
が
許
謡
の
「
門
生
」
だ
っ
た
と
語
る
老
公
徐
偶
に
遇
い
、
徐
汎
の
子
孫
だ
ろ
う
と
い
う
(
向
上
|
二
O
紙

静
舎
は
後
漢
末
の
五
斗
米
遁
に
遡
源
し
、
嘗
時
は
道
数
徒
の
家
に
附
属
し
て
建
て
ら
れ
た
種
々
の
儀
躍
の
た
め
の
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(
川
品
)

施
設
。
徐

・
朱
の
商
家
と
も
道
教
徒
で
あ
ろ
う
。
ま
た
五
世
紀
半
ば
、
か
つ
て
の
姻
戚
、
句
容
の
墓
祭

・
菖
、
氷
員
の
家
に
、
楊
義
の
筆
跡
に
な

る
経
典
の
断
片
が
残
っ
て
い
た
と
(
各
二
O
l
二
紙
)
。
楊
・
許
の
降
紳
は
ひ
そ
か
に
行
わ
れ
、
布
教
し
よ
う
と
し
た
形
跡
は
な
い
。
し
か
し
姻

戚
や
茅
山
の
村
に
は
楊
・
許
の
宗
教
活
動
の

一
部
が
洩
れ
停
わ
り
、
句
容
で
は
有
力
な
家
で
も
あ
る
許
誼
を
媒
介
に

一
種
の
宗
教
的
な
交
流
圏

が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
許
謡
は
そ
の
宗
数
活
動
と
お
そ
ら
く
許
蓮
の
名
撃
を
背
景
に
官
界
の
貴
族
と
も
交
流
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
多
分
に
政
治
的
な
意
園

を
込
め
た
、
貴
族
へ
の
接
近
の
試
み
で
も
あ
ろ
う
。
嘗
時
の
朝
廷
の
輔
佐
、
舎
稽
王
呈
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
か
な
り
親
密
な
交
際
が
あ
っ

(

お

〉

た
。
員
人
か
ら
許
離
の
「
同
皐
」
と
呼
ば
れ
た
郡
惜
(
許
遜
と
交
遊
の
あ
っ
た
主
義
之
の
外
甥
で
も
あ
る
)
を
筆
頭
に
、
南
人
の
名
門
、

呉
郡
の
陸

(

M

m

)

 

始
・
陸
納
兄
弟
、
曾
稽
の
孔
酔
駄
な
ど
が
員
人
か
ら
魯
示
を
受
け
て
い
る
。
た
だ
そ
の
内
容
は
、
修
道
の
勤
め
、
昇
仙
の
可
否
、
病
気
の
原
因
の

説
明
と
療
法
な
ど
で
、
後
述
す
る
幽
界
の
構
想
な
ど
の
魯
示
の
一
咳
心
は
伏
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
耽
溺
ぶ
り
で
有
名
だ
っ
た
郡
惰

(

幻

)

を
は
じ
め
、
陸
氏
、
孔
氏
は
い
ず
れ
も
天
師
道
の
信
徒
で
も
あ
っ
た
。
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し
か
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
降
紳
に
削
到
す
る
官
界
の
南
義
的
な
評
債
で
あ
る
。
官
界
に
い
た
楊
義
は
、

許
謡
に
宛
て
た
手
紙
で
こ
う
述

う
っ
し
み

べ
て
い
る
|
|
三
七

O
年
に
茅
山
の
山
館
で
夫
折
し
た
許
鯛
の
現
身
を
夢
や
「
睡
臥
の
際
」
に
見
て
人
々
に
語
っ
た
が
、
「
然
る
に
信
ぜ
ざ
る

ひ
江
ん

こ
と
既
に
著
し
、
遠
近
の
噴
う
所
」
と
(
巻
一
七
|
一
九
紙
〉
。
陶
弘
景
は
「
諸
遊
貴
」
が
「
楊
の
降
紳
」
を
論
致
し
た
と
注
記
し
て
い
る
。
楊

義
の
降
神
、
ひ
い
て
は
『
員
詰
』
の
員
人
の
啓
示
は
、
官
界
で
は
信
仰
と
瑚
笑
・
非
難
と
の
相
矛
盾
す
る
境
界
に
位
置
し
た
の
で
あ
る
。

『
員

詰
』
で
は
異
人
が
啓
示
を
秘
す
よ
う
屡
々
告
げ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
の
一
端
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
南
人
参
門
・

寒
人
の
模

索
し
た
地
卒
は
、
た
と
え
ば
標
騎
賂
軍
の
地
位
を
き
わ
め
た
同
郡
の
紀
膳
が
、
建
康
の
烏
衣
巷
に
邸
宅
と
庭
園
を
築
き
、
貴
族
文
化
を
一
身
に

(

お

)

瞳
現
し
た
あ
り
方
と
は
明
か
に
位
相
を
異
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の

『
員
詰
』
の
啓
示
そ
の
も
の
に
眼
を
轄
じ
よ
う
。



第
二
章

「
家
」
と
祉
舎

『
員
詰
』
の
基
本
的
な
テ
I
マ
は
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
し
て
楊
・
許
が
仙
道
を
修
め
て
昇
仙
す
る
こ
と
、

済
に
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
個
人
は
文
字
通
り
の
個
人
で
は
な
く
、
「
家
」
、
及
び
社
舎
と
の
相
互
関
連
性
の
網
の
自
の
中
に
包
揖
さ
れ
て

つ
ま
り
楊
・
許
個
人
の
自
己
救

い
る
と
思
わ
れ
る
。

許
誼
ら
が
昇
仙
を
拘
束
さ
れ
た
、
そ
も
そ
も
の
理
由
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
|
|
許
誼
の
七
世
の
租
、
許
肇
は
、

飢
僅
と
疫
購
が
猫
娠
を
き
わ

め
多
数
の
死
者
を
生
じ
た
年
に
、
「
家
財
を
施
散
」
し
「
親
ら
方
棄
を
管
」
ん
で
四

O
久
人
の
生
命
を
救
り
た
。

き

ざ

の

功
は
上
一
帝
一
に
書
せ
ら
れ
、
徳
は
霊
閣
に
刊
ま
れ
、
我
が
租
根
を
し
て
宗
淳
に
流
れ
て
後
緒
を
震
光
せ
し
む
。
故
に
垂
れ
僚
び
牽
を
結
び
て

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
仙
を
好
ま
し
む
(
毎
回
|
一
一
紙
)
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許
肇
の
功
徳
は
天
上
界
の
官
鹿
に
記
録
さ
れ
て
子
孫
に
流
れ
及
び
、
自
ず
と
仙
道
に
赴
か
せ
た
。
か
く
し
て
許
氏
の
中
で
許
蓮
・
許
謡
・

許

〈

mm〉

翻
は
、
修
道
し
て
昇
仙
す
る
こ
と
が
強
め
拘
束
さ
れ
て
い
た
と
。
こ
の
租
先
の
功
徳
に
よ
る
子
孫
の
救
済
の
論
理
は
、
ひ
と
り
許
氏
の
特
権
で

よ
り
贋
範
な
人
々
に
聞
か
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
「
子
に
過
ち
無
く
叉
功
徳
無
き
も
、
先
人
の
功
徳
を
籍
り
て
便
ち
仙
を
得
。
所
謂

先
入
の
徐
慶
な
り
」
と
(
巻
五
|
一
六
紙
〉
|
|
l
こ
の
『
易
』
坤
に
遡
る
停
統
的
な
観
念
に
根
ざ
し
た
救
済
の
論
理
は
、
修
道
の
機
縁
を
個
人
の

(

鈎

〉

『
員
詰
』
に
お
い
て
特
徴
的
に
展
開
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

は
な
く
、

天
性
に
限
定
し
た
自
力
本
願
の
『
抱
朴
子
』
に
射
し
、

一
方
、
租
先
の
罪
過
は
子
孫
の
救
済
の
障
碍
と
な
る
。
た
と
え
ば
郡
惰
に
授
け
ら
れ
た
啓
示
|
|
郡
惜
の
父
・
都
豊
は
、
生
前
に
無
事
の
人

々
数
百
人
を
殺
害
し
財
賓
を
奪
っ
た
。
そ
の
「
挟
考
」
は
深
く
重
く
、
怨
み
を
抱
く
者
が
「
天
曹
」
に
訴
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
一
一
門
滅
ぶ
べ

き
で
は
あ
る
が
、
都
惜
は
徳
を
修
め
る
こ
と
重
く
ひ
と
り
菟
れ
て
天
需
を
全
う
し
よ
う。

「
但
し
仙
道
の
事
、
こ
れ
を
去
る
こ
と
遠
し
」
と

(
各
八
|
五
紙
)
。
修
道
に
動
み
な
が
ら
も
昇
仙
で
き
な
か
っ
た
辛
玄
子
が
歎
ず
る
よ
う
に
、
「
先
世
の
多
窓
、
換
は
予
孫
に
流
」
れ
る
の
で
あ

る
(
倉
一
六
|
六
紙
)
。

郡

惰

へ
の
啓
一
ホ
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
租
先
の
罪
過
は
子
孫
に
災
厄
を
も
た
ら
し
た
。
輿
寧
三
年
に
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さ
ら
に
ま
た
、
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降
神
が
集
中
し
て
行
わ
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
許
誼
の
家
を
襲
っ
た
一
連
の
災
厄
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
輿
寧
初
の
許
謡
の
妻
・
陶
科
斗

許
赤
遜
の
重
病
は
、
許
家
の
「
家
訟」

に

起
因
す
る
と
説
明
さ
れ
る
|
|
許
説
の
叔
父

・
許
朝
は
、
新
野
郡
功
曹
張
燥
之
を
暴
殺
し
求
龍
馬
を
在
殺
し
た
。
こ

の
二
人
は
比
り
に
水
官
に

(
引
札

〉

水
官
は
死
後
聞
も
な
い
陶
科
斗
を
墳
墓
に
且
怒
ら
せ
て
許
家
の
「
嘗
衰
之
子
」
を
伺
察
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
。
張
燥
之

の
死
(
昇
仙
し
て
易
濯
夫
人
と
呼
ば
れ
る
)
、
興
寧
一
一
一
年
の
許
誼
の
病
気
、
そ
の
孫
の
許
赤
遜
の
重
病
。

告
訴
し
て
い
る
。

ら
は
許
朝
に
劃
す
る
怨
み
を
許
家
の
子
孫
に
も
及
ぼ
し
、
そ
の
生
命
を
奪
っ
て
責
め
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
子
が
許
赤
遜
で

あ
り
、
許
朝
の
殺
裁
の
罪
過
に
起
因
す
る
家
訟
の
た
め
に
生
命
が
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
祖
先
の
功
徳
は
子
孫
の
救
済
を
拘
束
し
、

租
先
の
罪
過
は
子
孫
の
修
徳
・
修
道
を
凌
駕
し
て
救
済
の
成
就
に
深
刻
な
影
を
落

し
、
或
は
破
滅
的
な
災
厄
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
一
意
味
で
、
個
人
と
い
う
存
在
は
七
世
代
聞
の
死
者
た
る
組
先
も
含
め
た
「
家
」
に
包
掻
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
個
人
と
「
家
」
と
の
関
連
構
造
は
、
次
元
を
異
に
す
る
が
、
現
賓
の
祉
舎
秩
序
|
|
門
閥
主
義
的
な
貴

族
制
に
共
通
す
る
。
官
僚
登
用
の
基
準
は
、
東
青
半
ば
の
山
問
書
吏
部
郎
王
殖
が
黙
に
「
某
人
に
地
あ
り
、
某
人
に
才
あ
り
」
と
記
し
た
と
あ
る

〈

M
M
〉

よ
う
に
、
門
地
|
|
家
柄
|
|
と
個
人
の
才
徳
に
あ
っ
た
。
だ
が
周
知
の
よ
う
に
、
東
菅
で
は
門
地
が
重
視
さ
れ
た
。
つ
ま
り
個
人
の
身
分
・

官
位
を
決
定
す
る
の
は
、
唐
長
謂
氏
の
東
菅
・
南
朝
の
門
閥
貴
族
制
に
劃
す
る
簡
潔
な
表
現
に
よ
れ
ば
「
塚
中
枯
骨
」
|
|
死
者
た
る
租
先
で

(

お

)

あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
員
詰
』
で
は
許
隼
の
功
徳
は
天
上
界
の
官
聴
に
、
許
朝
の
罪
過
は
「
丹
簡
罪
簿
」

- 32ー

(
各
四
|
一

O
紙
)
に
記
録
さ
れ
た
。
地

(

鈍

)

上
で
も
、
東
晋
初
か
ら
個
人
の
官
歴
・
爵
位
を
詳
細
に
注
記
し
た
「
籍
」
が
尚
書
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
子
孫
に
影
響
を
及
ぼ
す
功

徳
・
罪
過
、
官
位
・
身
分
は
、
い
ず
れ
も
官
臆
の
簿
籍
に
記
録
さ
れ
保
管
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
楊
・
許
の
想

像
力
は
現
賓
の
秩
序
・
制
度
の
地
卒
を
離
脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
個
人
を
運
命
づ
け
る
「
家
」
の
債
値
基
準
が

『
員
詰
』
で
は
功
徳

・
罪
過
に
、
地
上
で
は
門
地
に
あ
っ
た
こ
と
、

そ
こ
に
後
述
す
る

『
員
詰
』
の
祉
禽
的
一
意
一
義
の
ひ
と
つ
が
潜
在
し
て
い
る

こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
災
厄
は
、
個
人
を
包
揖
す
る
「
家
」
の
外
側
に
も
起
因
し
た
。

「末
世
は
疾
多
し
・
・
・・・・夫れ
遣
は
内
に
足
る
と
雄
も
猶
お
外
事
の
踊
を



畏
る
」
、
だ
が
「
既
に
太
雫
に
及
べ
ば
:
:
:
災
煙
は
消
滅
し
、
五
毒
は
形
を
匿
さ
ん
」
と
(
巻
六
j
四
紙
)
。
末
世
に
は
修
道
者
の
充
溢
を
匪
倒
し

わ

ざ

わ

い

〈

お

)

て
繭
が
襲
い
、
修
道
を
妨
げ
た
。
か
く
て
太
卒
が
翼
求
さ
れ
る
。
つ
ま
り
個
人
と
い
う
存
在
は
ま
た
、
末
世
・
太
卒
と
い
う
祉
舎
吠
況
と
の

相
互
関
連
性
に
包
揖
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
員
詰
』
が
現
賓
の
祉
舎
空
間
に
言
及
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
移
末
論
的
な
基
調
が
濃
厚
に

漂
っ
て
い
る
。

ひ

か

り

と

み

氾

い

た

い

た

噴
以
来
、
殺
気
は
天
を
蔽
い
て
悪
煙
は
景
を
耳
ざ
し
、
邪
魔
は
横
起
し
て
百
疾
は
雑
れ
蒙
る
:
:
:
期
せ
ず
し
て
禍
湊
り
、
意
外
に
し
て
病

生
ず
る
は
、
比
日
に
し
て
来
集
す
る
な
り
(
巻
六
|
三
紙
)

終
末
を
努
察
さ
せ
る
朕
況
が
覆
い
被
さ
り
、
思
わ
ぬ
踊
と
病
と
が
日
々
に
襲
い
か
か
る
。
ま
た
い
う
、

一

-

'

た

微
薄
な
る
、
霊
は
以
て
順
を
助
く
る
に
足
ら
ず
、
遁
だ
以
て
筆
好
を
招
く
に
足
る
」
と
(
巻
八
l
八
紙
)
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
仙
界
に
は
終

末
的
な
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
確
か
な
藻
兆
が
存
在
し
た
。
海
上
の
仙
島
、
陰
成
大
山
と
陽
長
大
山
と
は
、
「
陽
九
・
百
六
、
暦
数
の
標
掲
」

か

(
終
末
的
欽
況
の
命
運
の
指
標
〉
で
あ
っ
た
。

'百
六
の
運
が
近
づ
く
と
「
陽
長
は
水
渇
き
、
陰
成
は
水
架
」
し
]
陽
九
の
運
に
は
逆
の
現
象
が
起

こ
る
。
「
噴
者
、
是
の
陰
成
、
山
の
水
際
は
己
に
高
き
こ
と
九
千
丈
な
り
。
百
六
の
来
る
や
復
た
時
を
久
し
う
す
る
無
し
」
と
(
各
一
四
|
二
O

(

お

)

紙
〉
。
今
や
、
百
六
の
命
運
が
確
質
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
今
、
六
天
の
横
縦
に
し
て
太
卒
の

- 33ー

と
こ
ろ
で
運
ヰ
と
も
南
朝
に
は
次
の
よ
う
な
救
済
思
想
が
瞳
系
化
さ
れ
て
い
た
と
い
う
|
|
移
末
的
な
朕
況
を
経
た
後
、
壬
辰
の
歳
に
金
閥

(

日

出

)

後
聖
一
一
帝
君
が
地
上
に
降
臨
し
、
「
種
民
L

〈
終
末
を
生
き
延
び
て
救
済
さ
れ
る
民
)
を
統
治
し
て
太
卒
の
世
が
出
現
す
る
と
。
『
員
詰
』
に
は
先
の

終
末
論
的
な
祉
曾
認
識
と
と
も
に
、
こ
の
思
想
が
断
片
的
に
だ
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
一
た
と
え
ば
奥
寧
三
年
(
三
六
五
)
の
啓
示
に
二
十
八
年

後
(
三
九
二
年
の
壬
辰
の
歳
)
に
「
聖
堂
の
方
に
駕
せ
ん
と
す
』
と
率
二
丁
八
紙
〉
。
昇
仙
後
、
、
許
謡
は
「
金
蹄
に
師
停
た
り
て
品
目
ん
を
撫
極
L

(お〉

し
、
楊
義
は
「
聖
君
に
制
を
承
」
け
る
こ
と
、
許
謡
の
子
の
許
聯
は
「
不
死
を
得
て
壬
辰
に
過
度
」
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
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『
員
詰
』
に
お
い
て
こ
の
救
済
思
想
の
全
僅
系
が
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
こ
の
断
片
的
な
記
述
だ
け
で
は
見
定
め
難
い
し
、

(
m
m
〉

に
『
員
詰
』
の
壬
辰
読
に
↑は
疑
問
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
紳
塚
淑
子
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
救
済
思
想
を
述
、
バ
た
経
典
の
ひ
と
つ
、

さ
ら

『
上
清
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後
聖
道
君
列
紀
』

(
道
蔵
一
九
八
燭
〉
の
内
容
は
『
員
詰
』
と
密
接
に
重
な
り
、
加
え
て
こ
の
現
存
『
列
紀
』
と
同
じ
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ

(

ω

)

 

『
員
詰
』
に
は
『
後
聖
李
君
紀
』
・
『
列
紀
』
と
い
う
書
名
も
み
え
る
と
。
と
す
る
な
ら
ば
、

提
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ヵ:

『
員
詰
』
は
か
か
る
救
済
思
想
を
暗
黙
の
前

さ
て
し
か
し
『
員
詰
』
そ
の
も
の
の
関
心
は
、
む
し
ろ
楊
・
許
が
。
今
多
直
面
し
て
い
る
救
済
の
場
、
幽
界
|
|
こ
の
概
念
は
『
員
詰
』
に

(
H
U
〉

お
い
て
-
初
め
て
精
微
に
展
開
さ
れ
た
と
い
う
ー
ー
に
梯
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
幽
界
の
中
の
仙
界
で
南
人
寒
門
許
氏
は
特
権
的
な

「
家
」
を
背
景
に
、
寒
人
楊
義
も
ま
た
、

高
位
・
高
官
を
拘
束
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
現
賓
の
身
分
制
的
秩
序
の
轄
倒
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
も
と
よ
り
小
南
一
郎
氏
が
『
員
詰
』
に
先
行
す
る
『
抱
朴
子
』
な
ど
の
貌
菅
の
神
仙
思
想
に
つ
い
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仙
界
は
地

上
の
位
舎
的
身
分
か
ら
は
自
由
な
世
界
と
し
て
想
定
さ
れ
た
、
た
だ
そ
れ
は

「
現
質
と
は
別
に
新
し
い
秩
序
を
用
意
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は

(

必

)

な
か
っ
た
」
と
。
し
か
し
『
員
詰
』
は
、
現
賓
と
は
や
や
異
な
る
秩
序
理
念
を
も
っ
幽
界
|
|
虚
構
の
世
界
を
構
想
し
て
終
末
的
朕
況
の
漂
う

現
賓
の
祉
舎
に
謝
崎
せ
し
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
は
こ
の
幽
界
の
構
想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
記
述
に
沿
っ
て
解
讃
し
て
ゆ
き
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三
章

幽
界
||
虚
構
の
世
界

1 

幽

界

の

空

間

陶
弘
景
に
よ
れ
ば
、

(

必

〉

『
員
詰
』
の
「
幽
と
穎
」
の
世
界
は
、
仙
・
人
・
鬼
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
虚
構
の
、

し
か
し
楊

・
許
に
と

つ
て
は
員
寅
の
仙
と
鬼
の
幽
界
は
、
天
上
の
み
な
ら
ず
地
表
に
も
存
在
し
た
。
仙
界
は
、

古
い
俸
承
を
も
っ
西
涯
の
昆
諸
山
の
頂
、

蓬
莱

・
方

〈
川
崎
〉

諸
な
ど
の
海
上
の
島
、
そ
し
て
「
大
天
の
内
、
地
中
の
洞
天
三
十
六
所
あ
り
」
と
い
う
山
中
の
洞
窟
に
散
在
す
る
。

(
日
目
〉

方
、
葵
の
地
」
|
|
陶
弘
景
の
解
樟
で
は
幽
州
遼
東
の
這
か
北
方
海
上
の
島
、
羅
鄭
山
に
あ
っ
た
。

一
方
の
鬼
界
は
、

--， 
北



(
日
明
)

と
こ
ろ
で
こ
の
洞
天
の
観
念
が
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
東
菅
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
洞
天
の
あ
る
山
は

λ
開
吐
禽
と
さ
ほ
ど
隔

絶
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
神
仙
俸
設
が
停
え
ら
れ
、
神
仙
修
行
に
ふ
さ
わ
し
い
地
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
後
漢
字
ば
以
降
、
方
外
の
土

・
逸
民
が

政
治
権
力
を
避
け
、
戦
飽
期
に
は
一
得
の
民
衆
が
避
難
し
た
地
で
も
あ
る
。

た
と
え
ば
陸
葎
山
(
河
南
)
|
|
『
員
詰
』
で
は
、

ハ
円
引
)

浬
員
人
郭
幼
度
の
居
慮
。
女
員
の
王
魯
連
が
「
員
人
」
に
仙
道
を
授
け
ら
れ
ゾ
桐
柏
員
人
王
子
喬
が
修
道
し
た
山
で
も
あ
る
。

『員
詰
』
は
陸

(

必

)

津
山
の
洞
天
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
嘗
時
「
伊
水
洞
室
」
が
あ
る
と
観
念
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

一
方
、
後
漢
末
に
は
曹
操
の
僻
召
を
拒

(

必

)

絶
し
た
胡
昭
が
曙
遁
し
、
戦
観
が
起
こ
る
と
近
都
の
千
飴
家
が
避
難
し
た
。
俗
塵
に
劃
す
る
修
道
の
地
、
擢
力
に
劃
す
る
方
外
の
地
、

戦
刷
慨
に

劃
す
る
太
卒
の
地
ー
ー
か
か
る
境
域
に
洞
天
が
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
員
詰
』
の
主
要
な
舞
蓋
、
茅
山
に
は
、
三
十
六
洞
天
の
第
八
番
目
に
あ
た
る
「
金
壇
華
陽
之
天
」
(
華
陽
洞
天
)
が
あ
っ
た
。
先
述
じ
た
よ

う
に
茅
山
も
神
仙
侍
読
の
地
、
俗
塵
を
棄
て
て
修
道
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
地
で
あ
り
、
そ
の
一
帯
は
「
兵
水
は
加
ラ
る
能
わ
ず
、
災
属
は
犯

ま
み

さ
ざ
る
所
」
、
特
定
の
日
に
登
山
す
れ
ば
「
兵
水
の
災
を
砕
け
、
太
卒
聖
君
に
見
」
え
る
こ
と
の
で
き
る
太
卒
の
地
で
あ
っ
た
。
洞
窟
の
内
部

の
自
然
の
情
景
は
地
上
さ
な
が
ら
に
、

俗
人
が
紛
れ
込
ん
で
も
外
界
と
信
じ
て
い
る
、
さ
ら
に
四
方
の
洞
天
に
通
ず
る
大
道
が
あ
り
、

そ
の
聞

に
は
無
数
の
小
道
が
交
錯
し
て
い
る
と
。

お
そ
ら
く
陸
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幽
界
に
は
地
上
と
同
様
、
官
僚
機
構
が
存
在
し
た
。
地
表
に
散
在
す
る
仙
界
は
ま
た
員
人
・
仙
人
の
官
府
に
ほ
か
な
ら
ず
、

錯
綜
し
た
統
属

関
係
で
結
ぼ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
華
陽
洞
天
は
、
中
茅
君
茅
固
・
小
茅
君
茅
衷
の
官
府
。
だ
が
も
と
よ
り
舎
稽
の
大
震
山
の
赤
城
山
に
治
庭

つ
ま
り
司
命
の
統
轄
下
に
あ
る
。
一
方
、
羅
鄭
山
に
は
鬼
界
の
官
府
、

羅
鄭
宮
が
置
か
れ
、

各
地

を
も
っ
司
命
〈
大
茅
君
茅
盈
〉
の
「
別
宮
」
、

の
名
山
、
泰
山
、
江
河
に
も
一
種
の
支
所
が
あ
っ
た
。
羅
鄭
宮
に
は
北
一
帝
の
君
臨
す
る
複
雑
な
官
僚
組
織
が
あ
る
が
、
こ
の
一
見
孤
絶
し
た
羅

鄭
宮
も
司
命
の
統
轄
下
に
あ
っ
た
と
い
う
(
巻
二
二
l
l
四紙)。
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こ
の
よ
う
に
幽
界
は
、
山
・
島
・
洞
窟
と
い
う
境
域
に
位
置
し
、
そ
の
空
間
に
は
統
属
関
係
で
結
ぼ
れ
た
仙
府
・
鬼
府
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が

横
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
幽
界
の
構
造
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
ず
仙
界
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。
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2 

仙
界
|
|
華
陽
洞
天
の
構
想

茅
山
の
洞
窟
、
華
陽
洞
天
に
は
、
地
上
の
「
大
府
」
に
あ
た
る
定
録
府

・
保
命
府
が
置
か
れ
、

(

印

)

そ
れ
ぞ
れ
中
茅
君

・
小
茅
君
が
統
治
し
た。

定
録
府
に
は
地
上
の
「
長
史
・
司
馬
職
」
に
あ
た
る
左
・
右
理
中
監
な
ど
、
保
命
府
に
は
人
聞
の
生
死
・
自
然
の
調
整
等
々
を
管
轄
す
る
保
命

丞
な
ど
の
仙
官
が
配
属
さ
れ
る
。
こ
の
外
、
地
上
の
太
皐
に
似
た
男
女
の
皐
道
者
の
居
館
I

g

-

-

易
遷
館
・
重
初
館
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。

華
陽
洞
天
の
仙
官
は
、
歴
史
上
の
人
物
|
|
特
に
後
漢
半
ば
か
ら
三
園
時
代
に
集
中
す
る
|!
と、

(

日

)

る
。
仙
官
に
は
簡
潔
な
傍
記
が
附
さ
れ
、
「
道
数
修
行
の
指
針
」
と
も
い
う
べ
く
仙
官
に
至
る
道
程
が
啓
示
さ
れ
る
。

お
さ

中
監
劉
矧
は
、
後
漢
末
、
董
卓
が
遷
都
し
た
長
安
域
外
で
「
死
を
数
め
窮
を
価
み
、
己
を
損
う
て
人
に
分
か
」

(

臼

〉

『
後
漢
書
』
の
列
俸
に
沿
っ
た
も
の
。
だ
が
列
俸
が

「
餓
死
す
」
と
結
ん
で
い
る
の
に
射
し
、

牢
ば
惇
説
的
な
神
仙
か
ら
構
成
さ
れ

た
と
え
ば
定
録
府
右
理

っ
た。

こ
の
俸
記
は
、

ほ
ほ

『
員
詰
』
は
そ
の
「
陰
徳
」
を
嘉
し
た
太
上
君
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が
仙
官
を
遣
わ
し
て
仙
道
を
授
け
、
修
道
し
て
華
陽
洞
天
に
来
た
と
い
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
家
」
の
功
徳
は
、
子
孫
に
及
ん
だ
。
た
と
え

ば
明
是
侍
郎
周
霊
支
は
、
後
漢
字
ば
の
河
南
青
ノ
周
暢
の
女
。
周
暢
は
洛
陽
城
芳
で
客
死
し
た
蔦
徐
人
の
骸
骨
を
埋
葬
し
、
そ
の
「
陰
行
」
に
よ

り
女
の
周
愛
支
は
「
化
を
受
け
て
仙
を
得
」
た
と
。
注
目
す
べ
き
は
、
仙
官
は
後
述
す
る
鬼
官
と
異
な
り
、
地
上
の
貧
勢
と
は
無
縁
の
小
吏
、

さ
ら
に
は
民
や
奴
に
も
聞
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
易
遷
館
中
の
李
実
子
の
夫
は

「田
舎
の
人
L

、
陰
徳
を
積
み
鳥
雀
の
命
を
も

憐
み
、
李
英
子
は
そ
れ
に
よ
っ
て
易
遁
館
に
来
た
と
(
巻
一
五
1

一
一
一
紙
、
及
び
注
〉
。
こ
の
よ
う
に
華
陽
洞
天
の
仙
官
の
博
記
が
呈
示
す
る
の
は
、

現
賓
の
祉
曾
的
身
分
に
関
わ
り
な
く
、
本
人
や
家
族
・
祖
先
の
陰
徳
が
仙
道
を
修
め
る
機
縁
と
な
り
、
修
道
し
て
昇
仙
し
、
仙
官
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
観
念
で
あ
る
|
|
先
述
し
た
許
家
の
人
々
の
救
済
の
論
理
を
想
起
さ
れ
た
い
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
陰
徳
は
『
員
詰
』
の
基
底
に
反
覆
さ
れ
る
基
調
音
で
あ
り
、
仙
界
に
到
達
す
る
た
め
の
開
鍵
で
あ
っ

ハ
臼
)

た
。
こ
の
陰
徳
は
、
具
陸
的
に
は
許
肇
や
仙
官
の
俸
記
が
呈
示
す
る
賑
岨

・
牧
骨
、
後
述
す
る
忠
孝
・
貞
廉
等
々
の
儒
敬
倫
理
を
さ
す
。
技
術

を
至
上
の
も
の
と
し
た
『
抱
朴
子
』
も
、
仙
道
を
修
め
る
前
提
と
し
て
ひ
と
ま
ず
儒
数
倫
理
の
貧
践
を
説
く
。
だ
が
『
抱
朴
子
』
で
は
そ
の
一



、

(

山

崎

)

項
目
に
過
ぎ
ぬ
賑
曲
が
、
『
員
詰
』
で
は
許
肇

・
仙
官
の
諸
例
は
も
と
よ
り
、

た
と
え
ば
「
陰
徳
を
行
う
は
施
恵
よ
り
大
な
る
は
莫
し
」

巻

と
り
わ
け
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
賑
岨
は
後
漢
末
か
ら
六
朝
期
を
逼
し
で
豪
族

・
士
大

夫
屠
に
要
請
さ
れ
た
重
要
な
倫
理
的
管
震
で
あ
り
、
基
層
杜
舎
の
統
合
の
契
機
と
な

っ
た
。

六
朝
貴
族
制
は
、

本
来
か
か
る
統
合
を
基
盤
に
成

立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
肇
陽
洞
天
の
仙
官
の
聞
に
は
、
こ
の
貴
族
制
の
母
胎
と
も
い
う
べ
き
清
流
涯
人
土
と
そ
の
家
族

|
1朱
寓
の
母
、
夏

(

日

)

護
、
賞
理
の
女
、
寅
武
の
妹
な
ど
の
名
が
み
え
る
。
た
だ
そ
の
博
記
は
陰
徳
を
主
眼
と
し
、
政

z治
的
立
場
に
は
ほ
と
ん
ど
燭
れ
て
い
な
い
。
た

be
さ

よ

え

耐

え

七
世
の
租
が
「
枯
骨
を
蘇
む
る
を
以
て
業
と
魚
し
、
死
を
活
ら
し
む
る
を
以
て
事
と
篤
」
し
た
の

六
ー
一

O
紙
)
と
、

と
え
ば
清
流
涯
の
領
袖
・
資
武
の
妹
は
、

で
易
遷
館
に
来
た
と
。
清
流
波
人
土
が
神
仙
に
措
変
容
し
た
歴
史
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
臆

測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
『
員
詰
』
が
賑
倒
な
ど
儒
数
倫
理
を
修
め
仙
官
に
な
っ
た
例
と
し
て
清
流
涯
人
士
と
そ
の
家
族
を
拳
げ
た
の
は
、
ひ

と
つ
に
は
官
僚
と
修
道
の
雨
立
を
説
く
こ
と
に
あ
ろ
う
が
、
加
え
て
北
来
の
貴
族
制
本
来
の
倫
理
盟
系
を
宗
教
的
な
回
路
を
遁
し
て
受
容
し
た

こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但
し
許
誼
が
官
僚
、
或
は
豪
族
と
し
て
賑
姐
を
行
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
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3 

鬼
界

l
i羅
郎
宮
の
構
想

(
日
山
〉

羅
鄭
宮
は
、
六
天
宮
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
天
宮
を
統
治
し
、
六
天
宮
全
韓
に
君
臨
す
る
の
が
「
鬼
官
の
太
一帝」

北
者
君
。
残
る
五
つ
の
天
宮
は
、
北
斗
君
と
東
・
西
・
南
・
北
の
四
明
公
が
統
治
し
た
。
各
天
宮
に
は
北
一
帝
上
相
、
四
明
公
賓
友
(宰
相
)
が

置
か
れ
、
そ
の
下
に
鬼
官
の
官
僚
機
構
が
位
置
す
る
。
直
ち
に
仙
界
に
赴
く
員
仙
、

後
述
す
る
「
地
下
主
者
」
を
除
い
て
、
死
者
は
す
べ
て
羅

(巻一一一一|一
一一紙〉

た
る

都
宮
に
赴
き
第

一
天
宮
で
裁
き
を
受
け
る
。
さ
ら
に
明
確
に
盟
系
化
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
北
一
帝
以
下
、
鬼
官
は
熱
鬼
等
の
鬼
を
統
轄
し
て
人

(

貯

)

、

(

間

山

)

開
に
死
を
も
た
ら
す
一
方
、
信
徒
の
「
祝
」
〈
呪
文
)
に
薩
え
て
そ
の
力
を
振
い
病
気
を
惹
起
す
る
種
々
の
鬼
を
倒
す
1

1
か
か
る
南
義
的
な
役
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割
を
も
捲
っ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
鬼
官
の
官
僚
機
構
は
、
以
下
の
よ
う
に
概
括
で
き
よ
う
。

ω朝
廷
|
|
地
上
の
侍
中
・
尚
書
・
尚
書
令

・
中
書
令
・
中
書
監
に
比
定
さ



鬼

官

名

一
人
名

一一
本
貫

一

一

官

一

事

項

一

出

中
|
市

直
|
時

ー一明

-1
t
E三
日

一
i

一官

嶋

崎

h
沼

|

1
1

1

一
「
南
北
之
望
」
と
稽
さ
れ
た
が
共

一
豆

沼

崎

山
九

鬼
官
司
命
帥

一
周

額

一
汝

南

一
一一一一一一一

十
山問
書
左
僕
射

・
護
軍
絡
軍
(
三
品
〉

一
に
王
敦
に
殺
害
さ
る
。

十

同
右
・
巻
六
九

利引
1
片岡
阿
佐
問
U
加
配
配
色引
円
一ハハ
嗣
院
国
防
じ
問

問
ハト

郎

一
紀

脆

=
丹

陽

二

ニ

二

五

明

一一
帝
に
「
吐
稜
之
匡
」
と
稽
さ
る
。
一
同
右

・
巻
六
八
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「羅
郎
宮
鬼
官
|
東
耳
目
|」

表

波

年

最

終

修

r~ 

間
師
騎
将
軍
〈
二
口
問
)

監

海

開

園

伯

九

原
騎
勝
軍
・
開
府
儀
同
三
司
・
加
散
騎

常
侍
(
一
口
問
〉

温

太

d肴

原代 [ ~: I

侍
中

・
太
尉

・
荊
江
二
州
刺
史
(
一
口
問
〉

西

侯

ヨ
υ

同
開

河

※
『
員
詰
』
悶
幽
微
よ
り
作
成典

王
敦
の
乱
・
蘇
峻
の
飢
卒
定
に
活

躍。

成
一
帝
の
輔
佐
。

同
右
・

巻
六
七

蘇
峻
の
飢
卒
定
に
活
躍
。

同
右

・
巻
六
六

一
〈
後
趨
〉
右
僕
射
・
領
吏
部
術
書

一
太
尉
(
一
口
問
)

一

一
外
戚
-
一
日
間
官
を
僻
退
。
成
帯
の

一

一
征
西
将
軍

・
江
荊
橡
三
州
刺
史
(
三
口
問
〉

一
脚
旬
、
壮
倒
的
山
山
崎
引
。
E
-r
-

一
同
右
・

巻
七
三

竺

郭

翻

一
武
田
国
三
四

0
年
代

一
塁

一
庚
亮
に
推
翠
さ
れ
て
徴
召
さ
る
。

一
野

党

四

日

一

一

一
.

0
・

一
侍
中

・
右
光
糠
大
夫

・
術
絡
軍
・
開
府

一
王
敦
の
飢
で
義
軍
を
羽
こ
す
。
許

一

郎

一
民

主

禽

稽

三

四

二

一
儀
同
弓
(
一
品
)

一
配
叶
-U
1
1
一院彰一

ir--
ロ

一清
右
各
七
六

郎

♀

川

尚

南

同

一』

哩

llL
I
持
直
官
軍
(
二
口
問
)

|
示

津

川

崎

明

ド

1

1

1

同
司
ι出
1
1

一

一王
敦
の
慌
に
加
館
、
周
撫
と
共
に
畿
一

郡

一

四
三
頃

一市
こ
亡
命
。
孫
出
肢
の
飢
卒
定
に
活
躍
。
一
同
右
・
巻
八
て
及

一

一

酌
州
に
来
た
葛
洪
と
交
流
あ
り
。

一
び
巻
七
二
葛
洪
停

鬼
官
司
命
帥

遮

郡

程

南

門

亭

長

竪

f奇

卒

九

郡

中
術
大
将
軍

穎

庚

亮

)11 

四
O 

同
・
長

修

門

岳Z

陳

一
庚
州
刺
史
卒
南
将
軍
(
一
一
一
口
問
)

鬼
宮
司
命
帥

郵

石
虎
に
殺
害
さ
る
。

同
右
・

巻
一

O
五

石
紡
載
記
下

王
敦
の
凱

・
蘇
峻
の
飢
卒
定
に
活

路
。
成
-
帝
の
輔
佐
。

同
右
・
巻
六
七
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註
記
(

1

)

波
年
の
順
に
並
べ
る
。
淡
年
は
『
耳
目
室
田
』
本
紀
、
奥
廷
愛
『
東
耳
目
方
銀
年
表
』

を
も
参
照
し
た
。

八
|
九
紙
に
錬
る
。

ハ
3
〉
最
終
官
は
一
部
省
略
す
る
。

'

(
4
〉

a
印
は
陶
注
に
擦
る
。

(2
〉

王
允
之
、

謝
奉
は

『
員
詰
』

巻
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た
と
え
ば
「
世
の
侍
中
の
如
し
」
と
い
う
侍
一
帝
一
長
な
ど
。
東
菅
で
は
こ
れ
ら
の
官
は
い
ず
れ
も
三
品
官
、
貴
族
が
就
官
し
政
治
過

(

日

)

程
に
闘
興
す
る
要
職
で
あ
る
。

ω禁
軍
|
|
曹
説
末
の
禁
軍
司
令
官
で
あ
る
中
衛
大
将
軍
、
羽
林
監
に
比
定
さ
れ
る
南

・
北
弾
方
侯
な
ど
。

ω

地
方
箪
鎮
|
|
「
東
海
に
治
」
す
監
海
開
園
伯
、
四
銭
な
ど
。

一
高
人
規
模
、
数
千
人
規
模
の
鬼
兵
を
領
す
る

「鎮
鹿
」
が
そ
れ
ぞ
れ
数
百
ケ

れ
る
鬼
官
、

慮
あ
り
、
相
互
に
統
属
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
と
。
こ
の
よ
う
な
羅
鄭
宮
の
構
成
は
、
地
方
軍
鎖
が
重
大
な
機
能
を
撞
っ
た
東
菅
王
朝
に
き
わ

め
て
類
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
羅
鄭
宮
で
は
、
軍
の
叛
範
、
昇
進
と
左
遷
・
菟
官
な
ど
、
地
上
の
官
界
さ
な
が
ら
の
ド
ラ
マ
が
展

開
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
西
河
侯
長
史
徐
寧
は
「
北
闘
の
叛
将
」
を
取
り
逃
し
て
菟
官
さ
れ
た
、
西
明
都
禁
郎
買
誼
は
土
日
「
馬
融
の
事
」
を
治
め

て
「
不
嘗
」
だ
っ
た
の
で
泰
山
太
守
(
「
守
泰
山
」
〉
に
左
遷
さ
れ
た
等
々
。

鬼
官
は
、
す
べ
て
歴
史
上
の
人
物
で
占
め
ら
れ
る
。

ω歴
代
王
朝
の
創
始
者
、
そ
の
下
で
活
躍
し
た
将
軍
、
そ
れ
に
封
時
し
た
群
雄
な
ど
。

ωク
ー
デ
タ
に
連
坐
、
或
は
皇
帝
や
貫
権
者
を
批
判
し
て
殺
害
さ
れ
た
官
僚
な
ど
。

ω東
菅
王
朝
の
重
鎮
(
表
参
照
〉
。
た
と
え
ば
周
の
文
王
は

マ
マ

(ω)

西
明
公
、
始
皇
一
帝
は
北
脅
上
相
、
孫
策
は
東
明
公
賓
友
。
後
漢
末
に
開
羽
と
戦
い
戦
死
し
た
曹
操
の
将
軍

・
康
徳
、
曹
説
半
ば
司
馬
誌
の
ク
l

(
町
出
〉

デ
タ
で
殺
害
さ
れ
た
曹
爽
波
の
何
長
は
共
に
侍
一
帝
一
長
等
々
。
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と
こ
ろ
で
『
員
詰
』
は
仙
官
と
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
人
物
が
鬼
官
に
任
官
さ
れ
た
理
由
を
説
明
し
て
い
な
い
。

構
成
の
基
底
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
潜
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
鬼
官
の
多
く
は
戦
蹴
を
遂
行
し
た
武
賂
で
あ
り
、
戦
死
・
自
殺
・
殺
害

(

位

)

な
ど
の
非
業
の
死
を
途
げ
た
者
も
少
な
く
な
い
(
鬼
官
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
)
。
嘗
時
の
社
舎
で
は
、
非
業
に
倒
れ
た
武
絡
を
廟
に
洞
り
祭
杷
を
行
つ

(

臼

)

た
。
か
か
る
武
将
は
威
幅
を
怒
に
し、

自
ら
を
洞
る
よ
う
求
め
て
力
を
振
う
畏
怖
す
べ
き
存
在
と
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
萄
征
討
の
直
後
、
無
貫

(
臼
)

の
罪
で
抹
殺
さ
れ
た
曹
貌
の
将
軍
、
郵
支
に
つ
い
て
。

一
位
、
こ
の
よ
う
な
鬼
官
の

『
太
卒
贋
記
』
巻
=
二
八
引

『
幽
明
録
』
に
、
東
菅
末
の
安
北
将
軍
司
馬
悟
の
夢
に
郵

道
数
は
こ
の
洞
廟
信
仰
を
批
剣
す
る
反
面
、

た
。
東
菅
末
・
南
朝
の
『
太
上
洞
淵
紳
呪
経
』
(
道
蔵
一
七
O
|
一
七
三
朋
〉
に
、
生
前
活
躍
し
た
武
将
は
死
後
「
鬼
帥
」
に
な
る
と
ハ
序
|一
一一
紙)。

か
く
て
都
支
は
他
の
武
将
、
と
り
わ
け
非
業
に
倒
れ
た
武
将
と
共
に
「
大
鬼
主
」
・
「
鬼
王
」
と
な
り
、
そ
の
力
を
恋
に
し
て
人
聞
に
疫
病
と
死

交
が
現
わ
れ
京
口
に
あ
る
草
屋
の
郵
支
廟
の
修
復
を
求
め
た
と
。

そ
の
数
義
盟
系
に
取
り
入
れ



を
も
た
ら
す
一
方
、

こ
こ
で
『
員
詰
』
の
鬼
官
も
、

『紳
呪

経
』
の
大
鬼
主
・
鬼
王
に
共
通
す
る
南
義
的
な
役
割
を
捲
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
|
|
『
紳
呪
経
』
ほ
ど
整
序
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
同
一
人
物
は
み
あ
た
ら
な
い
が
。
と
す
れ
ば
『
員
詰
』
の
鬼
官
の
基
底
に
も
『
紳
呪
鰹
』
と
同
様
、
武
賂
、
と
り
わ
け
非
業
に
倒
れ
た
武

こ
の
経
典
を
奉
持
す
る
ヮ信
徒
に
は
一
一
碍
し
て
ト小
鬼
を
倒
し
て
こ
れ
を
救
っ
た
。

絡
の
力
へ
の
畏
怖
と
い
う
、
嘗
時
の
人
々
が
共
有
し
た
観
念
が
潜
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
南
門
亭
長
郡
豊
は
先
述
し
た
別
の
啓
示
で
は
殺
裁
の
罪
過
で
天
曹
に
告
訴
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
許
誼
の
父
・
南
弾
方
侯
許
副

て
ず
か

は
「
何
ぞ
父
、
手
ら
謝
弓
を
殺
さ
ん
」
と
、
東
菅
初
に
多
く
の
殺
裁
の
罪
過
を
犯
し
た
許
朝
と
共
に
鬼
官
に
糾
弾
さ
れ
て
い
る
(巻
四
l
一
O

つ
ま
り
武
将
た
る
鬼
官
の
基
底
に
は
そ
の
カ
へ
の
畏
怖
と
同
時
に
、
殺
裁
の
罪
過
へ
の
非
難
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

紙

し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
鬼
官
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
占
め
る
東
膏
王
朝
の
重
鎮
で
あ
る
。
非
業
に
倒
れ
た
戴
淵
・

周
顕
・
程
謹
・
王
波
な
ど
、

ま
た
許
誼
の
直
接
・
間
接
の
関
係
者
、
虞
浬
・
何
充
、
郵
岳

・
王
義
之
・
徐
寧
、
許
副
な
ぎ
の
名
も
み
え
る
が
、

同
時
に
そ
の
大
牢
が
東
菅
初
か
ら
輿
寧
三
年
に
至
る
政
治
の
植
要
に
あ
っ
た
三
品
以
上
の
南
人
・
北
人
貴
族
で
あ
り
、
加
え
て
東
菅
初
の
内
組

で
活
躍
、
績
い
て
北
伐
を
試
み
た
高
位
の
将
軍
で
あ
る
。
官
僚
機
構
の
類
似
性
、
東
晋
貴
族
の
多
さ
か
ら
し
て
羅
鄭
宮
は
あ
た
か
も
東
膏
官
界

の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
許
謡
が
葛
藤
し
な
が
ら
生
涯
を
過
ご
し
た
東
晋
官
界
の
縮
固
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
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東
菅
貴
族
も
そ
の
多
く
が
戦
凱
を
、途
行
し
た
将
軍
で
あ
り
、
そ
の
力
へ
の
畏
怖
と
殺
裁
へ
の
非
難
と
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
こ

の
鬼
官
の
構
成
に
は
、
こ
う
し
た
次
元
と
は
別
の
側
面
も
潜
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
韓
、
羅
鄭
宮
の
官
僚
機
構
は
韓
系
的
に
絞
述
さ
れ

て
お
ら
ず
、
陶
弘
景
は
そ
れ
を
「
論
事
参
差
、
前
後
遁
亙
」
と
評
し

F

「
障
問
瞳
答
」
で
あ
ろ
う
と
解
律
す
る
。
降
紳
の
場
で
先
ず
貴
族
の
名
を

奉
げ
、
そ
の
幽
界
で
の
地
位
を
員
人
が
答
え
た
の
だ
と
。
羅
鄭
宮
に
闘
す
る
一
連
の
啓
示
は
い
わ
ば
か
か
る
問
答
の
集
大
成
で
あ
ろ
う
が
、

そ

れ
と
は
別
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
輿
寧
三
年
八
月
二
十
四
日
夜
、
小
茅
君
は
楊
義
に
こ
う
告
げ
る
、

「(北
一帝
は
)
謝
奉
を
取
り
て
期
門

(

日

〉

郎
(
鬼
官
の

一
)
に
補
せ
ん
と
欲
す
云
々
」
と
(
各
八
1

九
紙
)。
曾
稽
の
名
門
、
尚
書
謝
奉
は
お
そ
ら
く
三
六

0
年
代
前
牢
に
死
去
し
て
お
り
、

つ
ま
り
楊
・
許
と
同
時
代
の
貴
族
の
幽
界
で
の
地
位
に
深
い
関
心
が
携
わ

269 

早
々
に
降
神
の
場
で
そ
の
幽
界
で
の
地
位
が
問
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
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れ
て
い
る
こ
と
、
こ
こ
に
何
よ
り
も
注
目
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
関
心
の
あ
り
方
は
、
昔
時
の
祉
舎
に
か
な
り
普
遍
的
に
み
い
だ
せ
る
。

(

同

山

)

に
な
る
辛
玄
子
の
説
く
「
冥
中
の
事
」
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、

庚
亮

・
都
岳
・

郡
豊

・
何
充
・
周
顛
の
外
、

東
菅
初
の
諜
章
太
守
謝
鰻
(
北
人

(
同
町

)

名
門
)
、
同
じ
く
街
宣
田
右
僕
射
都
依
(
三
口
問
)
の
冥
界
で
の
地
位
が
一示
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
羅
都
宮
の
啓
示
と
少
し
違
っ
て
お
り
、
嘗
時
、
東

菅
貴
族
の
幽
界
で
の
地
位
を
テ
l
マ
と
す
る
複
数
の
流
設
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
加
え
て
こ
の
テ
1
マ
は
ま
た
、
説
話
の
領
域

〈
伺
山
)

に
も
み
い
だ
せ
る
の
で
あ
る
。
『
太
卒
贋
記
』
巻
三
二
一
に
引
く
出
典
不
明
の
書
に
概
略
こ
う
述
べ
る
|
|
武
昌
の
隠
逸
・
郭
翻
が
死
後
そ
の

少
子
に
愚
依
し
、

家
人
に
庚
亮

・
陶
侃
・

王
導
の

「
陰
世
」

で
の
地
位
を
問
わ
れ
て
こ
う
答
え
た
。
庚
亮
は
撫
軍
大
将
軍
、

『員
詰
』
に
は
羅
鄭
宮
の
啓
示
と
並
ん
で
許
翻
の
筆
跡

「
東
海
の
東
」
に

居
る
。
初
め
謝
山
内
を
司
馬
に
登
用
し
よ
う
と
し
た
が
「
資
望
」
が
足
り
ず
、
郭
翻
を
任
官
し
た
。
陶
侃
は
「
罪
請
の
候
」
に
在
り
、
い
ず
れ
登

用
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
王
導
は
向
書
郎
、

「
位
は
生
時
に
及
ば
ず
と
錐
も
、
而
る
に
貴
勢
は
異
な
る
な
き
な
り
」
と
。
つ
ま
り
貴
族
が
幽
界
で
い
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か
な
る
地
位
に
就
い
て
い
る
の
か
、
降
紳
の
場
に
逼
底
す
る
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
員
詰
』
に
は
こ
の
説
話
と
同
趣
旨
の
啓
示

が
あ
る
、
「
庚
元
規
〈
庚
亮
〉
、
北
太
一
帝
中
衛
大
将
軍
と
漏
り
、
郭
長
期
(
郭
翻
)
を
取
り
て
長
史
と
魚
す
」

と
。
辛
玄
子
の
所
設
で
は
、

庚
亮

は
撫
東
持
軍
、
東
海
侯
を
経
て
鄭
蓋
侍
一帝
展
・
右
禁
監
に
就
任
、
近
く
鴻
懐
を
司
馬
に
任
官
す
る
だ
ろ
う
と
。
『
太
平
康
記
』
に
生
前
、
西
府

(

的

〉

長
官
庚
亮
は
郭
翻
を
「
上
佐
」
に
登
用
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
か
か
る
官
界
の
動
向
は
逸
速
く
擁
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
幽
界
に
お
け
る
庚

『
員
詰
』
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

ハm
N

〉

(

礼

〉

一
種
、
こ
の
よ
う
な
読
話
を
俸
え
た
の
は
ど
の
よ
う
な
祉
舎
層
で
あ
ろ
う
か
。
郭
翻
の
家
は
、
寒
門
で
あ
っ
た
。
ま
た
王
隠
墨
田
書
』
に
、

西
菅
の
中
牟
令
蘇
簡
が
死
後
、
従
子
の
下
に
現
れ
て
幽
界
の
官
僚
組
織
の
一
部
と
そ
の
消
息
を
語
り
、
蘇
留
は
顔
淵
ら
と
共
に
修
文
郎
に
就
官

(η
〉

し
て
い
る
と
告
げ
た
と
。

蘇
留
の
家
、
史
賓
と
し
て
記
録
し
た
東
菅
初
の
王
隠
の
家
も
寒
門

・
寒
入
居
で
あ
る。

つ
ま
り
こ
こ
で
の
霊
媒
役

(
少
子
・
従
子
)
|
|
幽
界
の
構
想
の
語
り
手
は
、
楊
義
・
筆
儒
と
同
じ
階
層
に
属
し
て
お
り
、
ま
た
読
話
化
し
て
俸
え
た
の
も
そ
の
周
溢
の

(

ね

)

人
々
で
あ
ろ
う
。
羅
都
宮
の
構
想
は
ま
た
、
か
か
る
階
層
の
共
有
す
る
想
像
力
に
根
を
降
ろ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

亮
、
そ
し
て
郭
翻
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
読
話
も
少
し
ず
つ
形
を
饗
え
て
流
布
し
、



こ
こ
で
、
こ
の
説
話
に
潜
在
す
る
次
の
モ
チ
ー
フ
に
注
目
し
た
い
。

ω幽
界
に
も
地
上
の
「
資
塁
」
・
「
貴
勢
」
と
い
っ
た
債
値
秩
序
が
存
在

(
引
内
〉

す
る
こ
と
、

ω南
人
寒
門
の
曙
逸
・
郭
翻
と
北
人
貴
族
の
衛
時
府
軍
謝
肉
の
地
位
が
樽
倒
し
、
寒
門
の
蘇
簡
が
孔
子
の
弟
子
顔
淵
と
同
じ
地
位
に

就
い
て
い
る
こ
と
』
|
|
こ
こ
に
寒
門
・

寒
人
の
責
望
・
貴
勢
へ
の
深
い
関
心
、
物
語
る
本
人
た
る
寒
門
・
寒
人
の
幽
界
で
の
地
位
の
樽
倒
と
い

う
モ
チ
ー
フ
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
寒
門
・
寒
人
の
上
昇
志
向
の
投
影
で
も
あ
ろ
う
。
一
方
、
羅
鄭
宮
の
債
値
秩
序
は

先
述
し
た
よ
う
に
東
膏
官
界
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
鬼
官
は
ほ
ぼ
貴
族
で
占
め
ら
れ
、
陶
弘
景
が
「
鬼
官
の
職
位
は
、
略
生
時
の
貴
賎
に
因

(
お
〉

る
云
々
」
と
い
う
よ
う
に
地
位
の
碍
倒
の
モ
チ
ー
フ
は
明
瞭
に
呈
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
羅
鄭
宮
の
構
想
が
こ
の
説
話
と
同
じ
土
壌
の
上
に

成
立
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
基
底
に
は
説
話
と
同
じ
地
位
の
樽
倒
の
モ
チ
ー
フ
が
潜
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
、
羅
鄭

宮
の
東
菅
貴
族
に
は
武
将
の
力
へ
の
畏
怖
と
殺
裁
へ
の
非
難
、
地
位
の
轄
倒
の
モ
チ
ー
フ
な
ど
多
義
的
な
一
一
意
味
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
説
話
が
箪
に
地
上
に
劃
す
る
幽
界
を
前
提
と
す
る
の
と
は
異
な
り
、
『
員
詰
』

は
幽
界
を
仙
界
と
鬼
界

と
の
二
重
構
造
と
し
て
呈
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
羅
鄭
宮
の
東
菅
貴
族
に
つ
い
て
は
こ
の
全
盟
構
造
に
お
い
て
再
度
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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虚
構
の
世
界
の
秩
序
と
意
義

そ
れ
で
は
、
幽
界
全
鐙
の
秩
序
構
造
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
ー
そ
の
構
造
に
お
い
て
仙
界
と
鬼
界
と
は
ど
う
相
互
に
関
連
す
る
の
か
、
そ

れ
は
嘗
時
の
祉
舎
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
措
っ
た
の
か
、
こ
の
問
題
を
探
っ
て
み
た
い
。

幽
界
に
は
、
官
僚
機
構
と
相
互
に
関
連
す
る
階
位
制
が
存
在
す
る
。
仙
界
は
、
仙
官
の
「
公
・
卿
・
大
夫
」
に
あ
た
る
員
人
と
一
般
の
仙
官

た
る
仙
人
と
に
二
分
さ
れ
、
さ
ら
に
仙
人
に
も
公
卿
大
夫
・
御
史
の
階
位
が
あ
っ
た
ら
し
い
(
巻
五
|
一
五
紙
〉。

こ
の
階
位
制
、
ま
た
階
位
制

と
官
僚
制
の
相
互
関
連
性
は
明
確
に
整
序
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
員
人
か
ら
屡
々
許
侯
と
呼
ば
れ
る
許
誼
は
、
仙
界
で
「
伯
に
封
ぜ

ら
れ
侯
と
作
」
-り
(
袋
二
l
五
紙
)
、
「
金
閥
」
の
師
停
に
就
官
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
の
系
譜
の
序
列
だ
ろ
う
が
、
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こ
の
員
仙
の
序
列
の
下
に

(

苅

)

よ
り
地
位
の
低
い
地
上
を
周
遊
す
る
陸
仙
、
地
仙
、
不
死
な
ど
の
階
位
も
あ
る
。

(

作

〉

「
仙
の
始
ま
り
」
で
あ
る
三
等
級
の
地
下
主
者
が
位
置
す
る
。
地
下
主
者
は
、

「
至
忠
至
孝
」

「驚
遡
之
才
」

272 

上
仙

中
仙

下
仙

「
至
貞
至
廉
」
、

及
び
七
世
代
聞
の
租
先
に
陰
徳
の
あ
る
者
で
、

生
前
に
仙
道
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
者
に
輿
え
ら
れ
る
階
位
。
た

と
え
ば
至
忠
至
孝
の
人
は
死
ぬ
と
地
下
主
者
に
な
り
、
一
四

O
年
後
に
「
下
仙
の
数
」
を
受
け、

て
一
階
梯
を
進
み
、
や
が
て
仙
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
と

(
巻
一
六
|
一

O
紙〉。

つ
ま
り
地
下
主
者
は
死
後
、 一

四

O
年
毎
に
「
試
」
(
一
種
の
試
煉
)
を
経

長
い
歳
月
を
修
道
し
仙
界
の
階
梯
を

上
昇
し
て
員
仙
に
到
達
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
陰
徳
に
よ
る
救
済
の
論
理
が
地
下
主
者
に
お
い
て
一
段
と
擦
延
さ
れ、

本
人
や
組
先
に
陰
徳
が
あ
れ
ば
生
前
に
修
道
し
な
く
と
も
誰
し
も
が
仙
界
へ
の
救
済
を
拘
束
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
1
1
1
こ
の
地
卒
こ
そ
、

選
ば

(

市

)

『員
詰
』

が
切
り
拓
い
た
も
の
と
い
う
。
か
く
て
仙
界
に
は

れ
た
者
の
自
力
本
願
に
よ
る
技
術
の
完
成
を
絶
叫
到
現
し
た
『
抱
朴
子
』
に
射
し
、

何
よ
り
も
個
人
と
そ
れ
を
包
掻
す
る
「
家」

の
陰
徳
|
|
儒
数
倫
理
ー
ー
を
債
値
理
念
と
し
、
生
前
の
修
道
に
庭
じ
て
員
仙
か
ら
地
下
主
者
に

至
る
階
位
に
就
き
、
死
後
の
修
道
に
よ
っ
て
順
次
そ
の
階
梯
を
上
昇
し
て
ゆ
く
||

こ
の
よ
う
な
階
位
制
的
秩
序
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
か
か
る
階
位
制
と
羅
鄭
宮
の
鬼
官
と
は
、
ど
う
相
互
に
関
連
す
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
、

『
員
詰
』
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
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ぃ
。
た
だ
鬼
官
は
死
者
な
ど
の
種
々
の
群
鬼
を
管
轄
す
る
要
職
で
あ
っ

て
も
、
仙
官
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
債
値
の
低
い
も
の
と
観
念
さ
れ
た

(
乃
)

ら
し
い
。
さ
ら
に
『
創
経
』
か
ら
の
筆
潟
に
い
う
|
|
「
英
雄
の
才
」
あ
り
、
天
下
を
卒
定
し
た
者
は
五
一帝
上
相
・
四
明
公
賓
友
と
な
る
が
、

と
ζ
し

え

の

ぞ

み

「
熱
伐
し
て
酷
を
積
」
ん
だ
罪
過
に
よ
り
「
永
に
仙
に
準
む
の
糞
な
し
」
と
(各
一
六
|
一
二
紙
)
。
ま
た
い
う
、
「
上
聖
の
徳
」
あ
る
者
は
地

下
主
者
を
経
て
千
年
後
に
「
三
官
の
五
一帝」

・
四
明
公
と
な
り
、
千
四
百
年
後
に
中
仙
に
な
る
と
ハ
向
上
|一

O
紙)。

と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
北

一
帝
上
相
始
皇
帝
、
東
明
公
賓
友
孫
策
は
、

殺
裁
と
残
酷
の
罪
過
に
坐
し
て
仙
界
に
準
め
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
す
べ
て
の
鬼
官
に
仙
界
へ

の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
歳
月
と
道
程
は
、
他
の
地
下
主
者
と
比
べ
て
も
長
く
遠
い
。

よ
り
下
位
の
鬼
官
で
あ

る
東
菅
貴
族
の
多
く
も
郡
壁
、
許
副
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
戦
凱
で
活
躍
し
た
将
軍
、

殺
裁
者
で
あ
り
、
仙
界
に
進
め
る
に
せ
よ
、
困
難
な
も

の
と
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
鬼
官
は
幽
界
の
錯
綜
し
た
階
位
制
|

|陶

弘
景
に
よ
れ
ば



鬼
官
も
含
め
て
コ
局
下
敷
十
品
」

(

加

)

(
巻
二
ハ
|
一
紙
〉
|
|
の
末
端
に
、
や
や
隔
絶
さ
れ
た
形
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
楊
・
許
の
宗
教
的
な
想
像
力
が
生
み
だ
し
た
こ
の
虚
構
の
世
界
は
、
首
時
の
祉
舎
と
ど
う
相
互
に
関
連
し
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
猪

っ
た
の
か
。
羅
鄭
宮
の
鬼
官
・
東
菅
貴
族
は
、
幽
界
の
階
位
制
の
末
端
に
位
置
し
た
。
こ
れ
に
射
し
て
南
人
寒
門

・
寒
人
を
は
じ
め
民
・
奴
に

至
る
ま
で
何
よ
り
も
陰
徳
|

|
儒
数
倫
理
ー
ー
ー
を
修
め
修
道
に
勘
ん
だ
者
が
、
こ
の
階
位
制
の
上
層
を
占
め
た
。
こ
こ
に
現
賓
の
身
分
制
的
な

秩
序
の
碍
倒
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
、
現
賓
の
祉
曾
秩
序
の
根
底
的
な
轄
倒
を
一
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
個
人
を
運
命
づ
け
る
「
家
」
‘
階
位
制
的
な
秩
序
、
そ
れ
と
相
互
に
関
連
す
る
官
僚
機
構
|
|
こ
の
現
賓
の
世
界
を
成
立
せ
し
め
て
い
る

構
造
そ
の
も
の
は
、
虚
構
の
世
界
に
も
深
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
意
味
で
は
、
こ
の
輔
倒
は
あ
く
ま
で
も
「
士
族
」
と
し
て
の
地
平
を
離

脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
説
話
に
逼
底
す
る
寒
門
・
寒
人
の
上
昇
志
向
を
み
い
だ
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
だ
が
『
員
詰
』
は
虚

構
の
場
に
儒
教
倫
理
を
債
値
と
す
る
秩
序
を
構
想
し
、
現
賓
の
門
地
を
基
準
と
す
る
秩
序
に
封
時
せ
し
め
た
。
つ
ま
り
か
か
る
回
路
を
逼
し
て

荷
人
寒
門
・
寒
人
に
と
っ
て
二
重
の
輩
固
な
障
壁
で
あ
っ
た
門
閥
制
に
、
意
識
的
・
無
意
識
的
に
抵
抗
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、

鬼
官
た
る
東
菅
貴
族
に
は
別
の
刻
印
|
|
殺
裁
へ
の
非
難
が
付
輿
さ
れ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
こ
の
虚
構
の
場
で
の
輔
倒
出
、
戦
凱
へ
の
否
定

・

太
卒
へ
の
翼
求
を
も
意
味
し
よ
う
。
一
種
、
楊
・
許
の
東
菅
貴
族
に
劃
す
る
意
識
は
、
相
矛
盾
す
る
雨
債
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

- 45ー

|
|
上
昇
志
向
と
門
閥
制
か
ら
の
疎
外
、
将
軍
の
力
へ
の
畏
怖
と
殺
裁
の
否
定
。
楊
・
許
は
人
聞
社
舎
の
中
に
で
出
な
く
、
そ
の
周
縁
と
も
い

う
べ
き
境
域
|
|山
・

島

・
洞
窟
ー
ー
に
、
儒
教
倫
理
を
債
値
と
す
る
太
卒
な
世
界
を
構
想
し
、
か
か
る
矛
盾
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
壬
辰
の
歳
、
金
関
後
聖
帝
君
が
降
臨
す
る
と
い
う
救
済
思
想
が

『
員
詰
』

の
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

二
重
の

轄
倒
を
鰹
て
こ
の
虚
構
の
世
界
は
人
聞
社
舎
の
直
中
に
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
想
像
力
は
、
ど
の
よ
う
な
吐
曾
朕
況
に

由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

273 



274 

第
四
章

『
員
詰
』
の
時
代

許
誼
・
許
鯛
父
子
が
霊
媒
楊
裁
を
通
し
て
員
人
か
ら
展
示
を
受
け
た
輿
寧
年
聞
か
ら
の
ほ
ぼ
十
年
に
亙
る
歳
月
は
、
ま
た
荊
江
方
面
を
基
盤

(
飢
)

と
す
る
西
府
長
官
桓
温
が
名
賓
と
も
に
東
晋
王
朝
を
聾
断
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

三
五
六
年
、
北
伐
に
成
功
し
て
蓄
都
洛
陽
を
奪
還
し
た
桓
温
は
建
康
政
府
を
凌
ぐ
勢
力
と
な
り
、
輿
寧
元
年
(
一三
ハ
一
ニ
〉
に
は
侍
中

・
大
司

馬
・
都
督
中
外
務
軍
事

・
録
向
書
事
を
粂
任
、
建
康
政
府
の
中
植
を
も
掌
握
す
る
。
そ
の
問
、
河
南
方
面
に
進
出
し
て
き
た
前
燕
と
攻
防
戦
を

展
開
し
て
い
た
が
、
輿
寧
二
年
に
前
燕
軍
が
洛
陽
に
急
迫
、
洛
陽
防
衛
軍
は
僅
か
な
兵
力
を
残
し
て
退
去
し
た
。
そ
し
て
翌
三
年
|
|
こ
の
年

の
六
月
以
降
に
降
紳
が
集
中
す
る
の
だ
が
|
|
の
二
月
に
長
生
薬
の
遁
飲
で
京
一
帝
が
死
去
、
そ
の
一
ヶ
月
後
に
洛
陽
は
陥
落
す
る
。
か
く
て
桓

温
は
北
方
経
営
か
ら
の
後
退
を
除
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
こ
の
頃
か
ら
一
族
を
各
地
の
州
鎮
長
官
に
配
置
し
始
め
た
。
建
康
政
府
の
孤
立
と
緊
張

は
一
段
と
深
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
建
康
政
府
を
代
表
し
た
の
は
、
舎
稽
王
豆
、
後
の
簡
文
一
帝
で
あ
る
。
舎
稽
王
豆
は
三
四
四
年
に
幼
少
の
程

一帝一
が
即
位
し
て
以
降
、
哀一帝

・
慶一帝一
の
代
を
通
し
て
輔
佐
の
地
位
に
あ
り
、
三
七
一
年
に
桓
温
が
慶
一
帝
一
を
贋
位
し
た
後
を
承
け
て
即
位
、
翌
年

死
去
し
た
。
嘗
初
、
股
浩
を
揚
州
刺
史
に
登
用
し
て
桓
温
を
牽
制
す
る
が
、
三
五
三
年
に
股
浩
が
北
伐
に
大
敗
し
桓
温
に
追
放
さ
れ
た
後
は
も

は
や
有
力
な
封
抗
策
を
打
ち
出
せ
ず
、
桓
温
の
撞
頭
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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許
誼
も
楊
義
も
、
こ
の
内
外
と
も
に
緊
迫
し
た
政
治
扶
況
の
圏
外
に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
許
謡
は
「
簡
文
皇
帝
、
久
し
く
俗
表
の

顧
を
垂
る
」
(巻
二
O
|
八
紙
)
と
い
う
よ
う
に
、
揚
義
は
舎
人
と
し
て
、
共
に
曾
稽
王
豆
に
近
い
立
場
に
い
た
。

一
盟
、
曾
稽
王
星
は
そ
の
身
漣

(
回
〉

に
幾
人
も
の
術
者
を
集
め
て
い
る
。
道
士

・
許
蓮
は
世
縫
ぎ
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
曾
稽
王
星
に
招
か
れ
て
「
贋
接
之
道
」
を
勤
め
、
『
員
詰
』

(

回

)

に
も
員
人
が
舎
稽
王
星
に
輿
え
た
世
縫
ぎ
を
得
る
た
め
の
技
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
桓
温
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
不
安
な
政
治
的
立

場
に
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
、
曾
稽
王
星
が
問
う
た

「
安
危
の
事
」
に
答
え
た
識
文
も
み
え
る
|
|
「
天
文
に
異
饗
あ
り
、
天
子
に
憂
あ
り
。
上

相
の
座
、
動
か
ん
」
と
。
上
相
と
は
、
舎
稽
王
星
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
績
く
難
解
な
識
文
の
一
節
に
は

「嘗
に
饗
異
の
紛
紛
と
し
て



来
た
る
を
見
る
ベ
し
」
と
n
巻
八
|
一

0
1
一一一紙
)

o
h

こ
の
よ
う
に
許
誼
・
一楊
義
と
曾
稽
王
呈
と
の
関
係
は
、
不
安
な
政
治
献
況
を
背
景
に
結
ぼ

れ
た
宗
数
を
媒
分
と
す
る
私
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
か
か
る
関
係
は
、
'嘗
時
の
官
界
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
。
三
五

0
年
代
前
半
、
曾
稽
王
畳
は
「
寒
惇
」
の
ト

術
者
・
稼
陵
令
曲
安
遠
を
句
容
令
に
、
同
じ
く
殿
中
侍
御
史
実
朗
を
湘
東
太
守
に
任
官
し
よ
う
と
し
て
名
門
貴
族
・
吏
部
尚
書
王
彪
之
の
反
割

に
遭
い
と
り
止
め
て
い
る
|
|
昔
、
曲
安
遠
を
株
陵
令
に
任
官
し
た
だ
け
で
「
談
者
紛
然
」
と
じ
た
。
稼
陵
鯨
よ
り
格
の
高
い
句
容
牒
、
遺
小

(

U

M

)

 

と
は
い
え
湘
東
郡
は
い
ず
れ
も
寒
停
の
卜
術
者
の
就
く
べ
き
官
で
は
な
い
と
。
東
晋
末
に
朝
廷
を
聾
断
し
た
舎
稽
王
道
子
(
曾
稽
王
豆
の
子
)

〈

回

〉

は
、
寒
人
を
円
郡
守
!
長
吏
」
に
抜
擢
じ
た
。
か
か
る
風
潮
の
中
で
東
菅
王
朝
を
崩
壊
さ
せ
た
叛
観
の
指
導
者
孫
恩
の
叔
父
、

一寒
人
の
道
術
者

(
田
山
〉

た
る
孫
泰
も
、
輔
園
将
軍
・
新
安
太
守
に
任
官
さ
れ
て
い
る
。
曾
稽
王
畳
の
寒
人
・
ト
術
者
の
登
用
は
、
そ
の
先
騒
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
嘗
時

は
な
お
門
閥
制
の
枠
組
み
が
輩
固
に
機
能
し
、

一寒
人
の
準
出
は
阻
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
許
誼
は
「
土
族
」
で
あ
り
害
事
円
で
あ
る
が
、
舎
稽
王
星

と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
こ
う
し
た
政
治
動
向
と
無
縁
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
寒
人
の
舎
人
楊
義
に
と
っ
て
は
、
よ
り
深
刻
で

い
か
ほ
ど

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
輿
寧
三
年
七
月
一
目
、
楊
義
は
員
人
に
こ
う
問
う
た
と
い
う
、
「
貴
賎
の
分
、
年
命
の
曾
、
多
少
の
定
限
な
る
か
を
知
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そ
し
て
績
け
て
こ
う
反
問
す
る
、

員
人
の
答
え
は
、
楊
義
の
仙
界
で
の
地
位
、
地
上
か
ら
「
白
日
昇
天
」
す
る
期
日
に
つ
い
て
で
あ
っ
た。

い
ち

「
君
、
実
ぞ
亦
た
人
聞
の
貴
賎
に
汲
混
と
し
、
身
を
柴
戸
時
の
墜
に
投
ず
る
に
足
ら
ん
や
」

と
(
同
上
l
一
O

ら
ん
と
欲
す
」
と
(
巻
二
|
八
紙
〉
。

紙

楊
義
の
自
ら
の
「
貴
賎
の
分
」
に
射
す
る
切
賓
な
問
い
か
け
は
、
仙
界
に
お
い
て
の
み
拘
束
さ
れ
、
地
上
の
貴
賎
は
否
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
門
閥
制
と
い
う
障
壁
と
の
内
面
的
な
嘉
藤
と
断
念
の
表
白
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
こ
に
楊
・
許
が
虚
構
の
世
界
を
構

築
し
た
想
像
力
の
諒
泉
の
ひ
と
つ
が
潜
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
員
詰
』
に
は
戟
範
の
否
定
と
太
卒
へ
の
翼
求
、

終
末
論
的
な
祉
曾
認
識
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
戦

観
は
過
去
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
、
輿
寧
三
年
七
月
一
日
の
啓
示
に
、
「
方
に
交
兵
は
日
に
舎
し
、
三
災
は
向
い
蒙
る
」
と
(
巻
二
|
一
O
紙
)。

う
る
お

ま
た
「
責
書
赤
界
之
法
」
(
天
師
道
の
房
中
術
)
の
危
険
性
を
説
く
文
脈
の
中
で
、
「
流
血
、
野
を
膏
」
す
戦
凱
の
惨
禍
を
比
険
に
用
い
て
こ
う

と
こ
ろ
で
先
述
し
た
よ
う
に
、

275 
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績
け
る
、

「遂
に
深
く
北
塞
に
入
り
て
御
せ
ざ
る
者
の
若
し
。
亦
た
必
ず
命
を
旬
奴
の
万
創
に
絶
た
ん
や
。

絡
に
身
は
外
に
死
し
、
而
も
家
は

内
に
諒
せ
ら
れ
ん
と
す
る
な
り
一
と
(
巻
六
|
五
紙
)
。

こ
れ
ら
の
啓
示
の
背
後
に
は
、
北
伐
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
三
六

九
年
の
桓
温
の
北
伐
は
、
許
氏
に
も
直
接
影
を
落
と
し
た
。
楊
義
の
茅
山
の
許
姻
に
宛
て
た
手
紙
に
こ
う
述
べ
る
、
「
公
(
曾
稽
王
豊
)
は
明
日
、

も
ど

嘗
に
南
州
に
復
り
て
大
司
馬
(
桓
温
〉
と
別
る
ベ
し
。
大
司
馬
、
二
十
六
(
日
)
を
到
し
て
設
す
る
な
り
。
第
七
似
は
従
征
せ
ず
」
と
(
巻

一
八

ハ凹む

|
二
紙
、
及
び
注
〉
。
第
七
似
は
許
副
の
第
七
番
目
の
子
で
許
鯛
の
叔
父
に
あ
た
る
許
確
そ
の
人
、
嘗
時
は
お
そ
ら
く
桓
温
の
揚
州
刺
史
府
の
従

事
で
あ
っ
た
。

一
盟
、
三
四

0
年
代
以
降
、
庚
亮

・
庚
翼

・
祷
哀
・
股
浩
(
庚
亮
と
段
浩
は
羅
郎
宮
の
鬼
官
)
、

そ
し
て
桓
温
と
繰
り
返
し
試
み
ら
れ
、

東
菅
王

朝
の
貴
族
聞
の
覇
権
争
い
の
様
相
を
呈
し
た
北
伐
は
、
江
南
祉
舎
の
内
部
に
深
刻
な
矛
盾
を
も
た
ら
し
た
。
桓
温
に
封
抗
す
る
た
め
北
伐
を
企

向
書
左
丞
孔
巌
(
楊
・
許
の
降
紳
に
関
わ
っ
た
孔
歎
は
弟
と
い
う
)
は
「
嘗
今
、

時
事
の
銀
難
な
る
は
百
六
の
運
と
謂
う
ベ
し
」
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園
し
た
股
浩
に
、

(

邸

)

と
い
う
。
嘗
時
の
杜
曾
朕
況
に
「
百
六
之
運
」
を
み
た
の
は
、

『員
詰
』
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
五
六
年
の
桓
温
の
北
伐
勝
利
の

後
も
戦
闘
は
止
ま
ず
、
三
六

O
年
頃
、
山
内
章
一
日
吏
部
郎
江
誼
は
「
倉
庫
は
内
に
磐
き
、
百
姓
は
力
渇
く
」
と
。
績
い
て
輿
寧
年
問
、

天
文
に
異
襲

(

m
出
〉

が
生
ず
る
と
「
兵
疲
人
困
」
に
因
る
と
上
疏
し
て
い
る
。
三
六
九
年
、
北
伐
大
敗
後
に
桓
温
が
移
鎖
し
た
廉
陵
方
面
で
は
「
時
に
(
桓
)
温
の

(

m
別

)

行
役
、
既
に
久
し
う
し
て
、
叉
疾
療
を
粂
ぬ
。
死
者
は
十
に
四
・
五
、
百
姓
嵯
怨
す
」
と
。
揚
養
の
許
謡
に
宛
て
た
手
紙
に
「
頃
、

疫
病
畏

や

ま
ず
ま

ず

(

幻

)

る
ベ
し
。
而
る
に
猶
お
未
だ
駄
ま
ず
。

盆

以
て
深
く
憂
う
」
と
あ
る
の
は
、
或
は
こ
の
頃
の
こ
と
か
。

北
伐
の
賦
役
は
、
主
に
呉
曾
地
方
に
集
中
し
た
。
股
浩
の
北
伐
の
と
き
舎
稽
内
史
王
義
之
は
こ
う
指
摘
す
る
1
1
1
征
役
と
充
運
に
徴
護
さ
れ

ひ

ぴ

〈

但

)

た
民
が
叛
散
し
、
そ
の
捕
縛
を
課
せ
ら
れ
た
家
族
と
同
伍
も
亡
叛
し
「
百
姓
流
亡
し
、
戸
口
自
に
滅
ず
」
と
。
臭
舎
地
方
の
基
屠
祉
舎
で
は
、

流
動
化
現
象
が
兆
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
北
伐
の
軍
事
力
確
保
の
た
め
に
奴
が
徴
護
さ
れ
、
或
は
戸
口
調
査
、
土
断
が
施
行
さ
れ

(
回
)

て
臓
戸
が
摘
護
さ
れ
た
。
三
六
四
年
の
桓
温
の
「
庚
民
土
断
」
は
、
特
に
厳
格
に
貫
施
さ
れ
た
と
い
う
。
東
菅
末
の
孫
恩
蜂
起
は
、
曾
稽
王
遁

(

倒

〉

子
の
子
・
司
馬
元
顧
が
「
東
土
諸
郡
の
菟
奴
の
客
と
信
用
る
者
」
を
徴
護
じ
「
東
土
審
然
」
と
し
た
朕
況
が
直
接
の
契
機
&
な
っ
た
。
北
伐
遂
行



の
た
め
の
民
と
奴
の
徴
護
、
識
戸
の
摘
裂
は
そ
の
先
騒
と
も
い
う
べ
く
、
江
南
の
基
層
社
舎
そ
の
も
の
に
獲
動
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
霊
媒
の
鋭
敏
な
精
神
が
終
末
の
議
兆
を
み
い
だ
し
た
の
は
、
江
商
社
曾
の
疲
弊
、
疫
病
の
流
行
と
い
っ
た
現
象
に
止
ま
ら
ず
、

こ
の
祉
曾
饗
動
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
果
舎
地
方
を
み
ま
っ
た
飢
僅
に
、
禽
稽
内
史
王
義
之
は
「
開
倉
振
貸
」
し
て
劉
慮
じ
た
。
『

員

詰
』
が
繰
り
返
し
読
く
賑
岨
が
か
か
る
祉
曾
扶
況
と
ど
う
相
互
に
関
連
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
別
の
機
舎
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

お

わ

り

以
上
、
楊
・
許
の
宗
教
的
な
想
像
力
と
、
そ
の
想
像
力
が
ど
こ
に
由
来
す
る
の
か
を
探
っ
て
き
た
。
楊
・
許
は
、
人
聞
社
舎
の
周
縁
|
|

山
・
島
・
洞
窟
|
|
に
虚
構
の
世
界
を
構
想
し
た
。
こ
の
虚
構
の
場
の
階
位
制
の
上
層
に
位
置
す
る
仙
界
は
、

寒
門

・
寒
人
を
は
じ
め
民
衆
・

奴
に
至
る
ま
で
聞
か
れ
て
い
た
。

一方、

一そ
の
最
下
層
1

北
涯
の
島
に
あ
る
東
菅
官
界
に
も
似
た
羅
鄭
宮
に
は
、
許
誼
の
生
き
た
時
代
の
主
だ

っ
た
北
人
・
南
人
貴
族
が
名
を
列
ね
て
い
る
。

ζ
の
虚
構
の
場
に
お
け
る
現
賓
の
祉
禽
秩
序
の
碍
倒
、
そ
こ
に
嘗
時
の
南
人
寒
門
・
寒
人
の
矛

盾
し
た
意
識
朕
況
が
鮮
明
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
|
|
多
く
の
南
人
に
と
っ
て
二
重
の
疎
外
を
意
味
し
た
門
閥
貴
族
制
の
受
容
と

葛
藤
、
戦
凱
の
遂
行
者
た
る
賂
軍
へ
の
畏
怖
と
非
難
J

そ
し
て
こ
の
現
貧
の
祉
舎
は
、
今
や
終
末
的
朕
況
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
認
識

は
、
桓
温
の
建
康
政
府
へ
の
急
迫
と
連
年
の
一北
伐
、
江
南
の
基
層
祉
舎
の
動
揺
に
劃
す
る
危
機
意
識
の
表
明
で
も
あ
ろ
う
。
楊
・
許
は
こ
の
虚
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構
の
場
に
、
現
賓
の
祉
曾
的
身
分
か
ら
は
自
由
な
‘

し
か
し
儒
数
倫
理
を
債
値
と
す
る
、
太
平
な
世
界
を
構
想
し
て
、
か
か
る
現
貧
の
祉
舎
に

封
時
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
楊
・
許
の
宗
教
的
な
想
像
力
は
、
停
統
的
な
紳
仙
思
想
、
種
々
の
道
教
経
典
、
嘗
時
流
布
し
た
幽
界

語
、
儒
数
の
倫
理
観
、
さ
ら
に
は
現
賓
の
祉
舎
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
構
造
そ
の
も
の
に
依
接
し
て
駆
使
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
よ
り
贋
範
な
南
人
寒
門
、.
密
接
人
層
の
意
識
構
造
に
深
く
根
を
降
ろ
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
『
員
詰
』
の
世
界

277 

は
、
か
か
る
政
治
的
社
舎
的
側
面
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
修
道
の
方
法
|
|
精
誠
な
心
ー
ー
を
読
く
も
の
で
あ
り
、
員
人
の
仙
界
の
詩
に

彊
わ
れ
る
よ
う
な
、
時
空
を
一超
越
し
た
、
?
根
源
的
な
自
由
を
描
い
た
も
の
で
も
あ
る
こ
と
を
急
い
で
附
け
加
え
て
お
き
た
い
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
南
人
寒
門
許
氏
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
襲
蓮
を
辿
っ
た
の
か
。
楊
・
許
が
集
中
的
に
降
神
を
行
っ
た
輿
寧
三
年
、
前
燕
軍

の
攻
撃
を
受
け
て
洛
陽
は
陥
落
、
僅
か
な
兵
士
を
率
い
て
洛
陽
防
衛
に
あ
た
っ
た
冠
軍
長
史
沈
勤
は
殺
害
さ
れ
た
。
沈
勤
は
臭
輿
の
寒
門
豪

族
、
父
の
沈
充
が
王
敦
の
凱
に
加
指
し
、
そ
の
門
戸
は
官
界
か
ら
排
除
さ
れ
た
|
|
許
誼
の
父
・
許
副
が
こ
の
沈
充
討
伐
軍
に
参
加
、
官
界
に

地
歩
を
築
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。
門
戸
の
再
興
を
賭
し
て
北
伐
軍
に
志
願
し
た
沈
勤
の
死
を
契
機
に
、
そ
の
直
系
の
子
孫
は
武
将
の
家

(

回

〉

と
し
て
南
朝
官
界
に
浮
上
し
て
ゆ
く
。
一
方
、
官
界
に
深
い
関
心
を
抱
き
な
が
ら
も
殺
裁
を
罪
過
と
し
父
の
世
代
の
寒
門
武
人
と
し
て
の
あ
り

方
を
非
難
し
た
許
誼
の
直
系
の
子
孫
は
、
南
朝
に
入
る
と
遁
数
に
身
を
投
じ
て
再
び
官
界
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
想
像
力
の
所

産
は
歴
史
の
水
面
下
に
お
い
て
惇
承
さ
れ
た
も
の
の
、
時
代
の
趨
勢
は
な
お
寒
門
武
人
沈
氏
の
側
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
陶
弘
景
の

『
員
詰
』
編
纂
と
軌
を
一
に
し
て
、
梁
の
武
帝
の
下
、
陶
弘
景
、
そ
し
て
沈
勤
一
族
の
子
孫
で
陶
弘
景
と
も
親
交
の
あ
っ
た
沈
約
ら
寒
門
が
文

(

M

m

)

 

人
と
し
て
撞
頭
し
、
明
に
暗
に
政
治
に
ニ
疋
の
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
る
ま
で
は
。

さ
て
楊
・
許
が
ひ
そ
か
に
降
紳
を
行
っ
て
い
た
頃
、
果
郡
鏡
唐
で
は
天
師
道
系
の
道
術
者
、
杜
子
恭
が
杜
治
(
杜
氏
の
数
曾
〉
を
営
み、

「東

土
の
豪
家
、
及
び
京
邑
の
貴
望
」
の
聞
に
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
楊
・
許
の
降
紳
に
直
接
・
間
接
に
関
わ
っ
た
王
義
之
、
陸
納
、
孔
氏
一
族
も

そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
楊
・
許
が
珠
感
し
た
終
末
は
そ
の
三
十
数
年
後
、
こ
の
社
子
恭
の
信
徒
の
一
部
を
引
き
継
い
だ
孫
恩
・
直
循
の
範
に

よ
っ
て
現
貨
の
も
の
と
な
る
。
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
同
じ
道
数
で
も
、
数
義
、
活
動
の
形
態
、
信
徒
の
階
層
、
地
域
性
な
ど
、
そ
の

位
相
を
異
に
す
る
。
た
だ
孫
恩
が
人
聞
社
舎
の
周
縁
に
位
置
す
る
水
|
|
江
・
海
ー
ー
の
中
に
虚
構
の
世
界
を
構
想
し
た
こ
と
、
か
か
る
共
遁

- 50ー

し
た
想
像
力
の
あ
り
方
に
注
目
し
た
い
。
舎
稽
を
根
接
地
と
し
た
孫
恩
の
下
に
集
結
す
る
途
中
、
女
た
ち
は
嬰
見
を
水
中
に
投
じ
て
こ
う
告
げ

(
市
町
〉

る
、
「
汝
の
先
に
仙
堂
に
登
る
を
賀
す
」
と
。

輿
寧
三
年
生
ま
れ
と
も
い
う
陶
淵
明
が
技
連
し
た
、
洞
窟
を
潜
り
ぬ
け
た
空
間
に
績
が
る
太
卒
な
、
樺
力
の
及
ば
ぬ
桃
花
源
を
も
ち
だ
す
ま

で
も
な
く
、
東
晋
後
半
、
人
聞
社
舎
の
周
縁
|
|
山
・
島
・
洞
窟

・
江
・
海
な
ど
に
構
想
さ
れ
た
虚
構
の
世
界
が
、
寒
門
・
寒
人
・

豪
族
・
民

衆
の
意
識
を
深
く
捉
え
た
。
そ
し
て
宗
数
の
領
域
で
は
、
東
菅
牢
ば
で
は
虚
構
で
あ
っ
た
も
の
が
、
三
十
数
年
後
に
は
、
位
相
を
異
に
す
る
に



せ
よ
現
責
を
縛
倒
す
る
。
力
。

へ
と
縛
化

L
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
服
絡
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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註ハ
1
)

川
勝
義
雄
『
六
朝
貴
族
制
祉
曾
の
研
究
』

年
〉
一
一
一
一
ー
ー
二
五
五
頁
。

(
2
〉
『
耳
百
書
』
巻
五
八
周
鈍
停
。

(
3
〉
、
『
員
詰
』
(
道
蕨
六
三
七
|
六
四

O
筋
〉
巻
一
九
J
一一

O
「
岡
県
経
始

土
木
」
。
以
下
、
本
文
中
に
お
け
る
本
書
か
ら
の
引
用
は
書
名
を
省
略
す

る。

(
4
〉
近
年
の
研
究
の
み
掲
げ
る
。
石
井
昌
子
『
道
教
皐
の
研
究
』
(
図
書

刊
行
禽
、
一
九
八

O
年
)
、
小
南
一
郎

『
中
園
の
紳
-話
と
物
語
り
』
(岩

波
書
脂
、
一
九
八
四
年
)
二
九
八
|
四
一
一
一
一
一
一
頁
、
吉
川
忠
夫

『
中
園
古

代
人
の
夢
と
死
』
〈
卒
凡
社
、
一
九
八
五
年
〉
六
一
|
一
一

O
頁
、
紳

塚
淑
子
「
『
員
詰
』
に
つ
い
て
(
上
〉
(
下
)
」
(
『
名
古
屋
大
拳
教
養
部

紀
要
』
三

0
・
=
二
、
一
九
八
六
・
八
七
年
〉
な
ど
。
な
お
本
稿
の
作

成
に
あ
た
っ
て
は
、
紳
塚
論
文
(
上
〉
に
多
く
の
一
示
唆
を
得
た
。

(

5

)

『
道
数
の
総
合
的
研
究
』
ハ
園
書
刊
行
舎
、
一
九
七
七
年
)
、
所
枚
。

(
6
〉
『
民
話
』
巻
二
0
1四
J
一
四
紙
。

許
氏
の
家
譜
に
準
接
し
た
も
の

と
い
う
。
以
下
の
記
述
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
「
員
由
同
世
譜
」
に
よ

る
。
許
氏
の
詳
細
は
、
神
塚
、
前
掲
論
文
(
上
〉
参
照
。

(
7
〉
吉
川
忠
夫
「
抱
朴
子
の
世
界
(
上
〉
」
ハ
『史
林
』
四
七
l
五、

六
四
年
)
参
照
。

(

8

)

褒
谷
邦
夫
「
陶
弘
景
年
譜
考
略
出
」
(『東
方
宗
教
』
四
七
、

六
年
〉
参
照
。

(
岩
波
書
庖
、

一
九
八
二九

一
九
七

『
民
話
』
巻
二

O
l
一
三
紙
に
「
華
僑
者
、
菅

(

9

)

華
氏
に
つ
い
て
は
、

陵
冠
族
」
と
あ
る
。

(
印
)
大
川
富
士
夫
『
六
朝
江
南
の
豪
族
社
舎
』

年
)
七
六
頁
参
照
。

〈
江
)

『
輿
詰
』

巻
八
l
一
紙
、
及
び
巻
二

O
ー
一
紙
。

(
ロ
)

『耳目
書
』
巻
八

O
許
遜
停
。

(
臼
)
陶
弘
景
『
登
岡
県
隠
訣
』
下
|
一
三
紙
注
に
「
見
E

田
泰
興
中

空
二
八

ー
三
一

一
一
)
曲
阿
祭
酒
李
東
章
本
云
々
、
其
菅
常
魚
許
家
奏
章
往
来」

と
あ
る
。
ま
た
『
田
県
詰
』
巻
一
三
|
二
紙
注
。

ハ
M
〉
吉
川
、
及
び
菱
谷
、
前
掲
論
文
参
照
。

(お〉

『耳目書
』
巻
七
二
葛
洪
俸
。

ハ日目)

『
著
書
』

巻
八

O
許
遜
停
、
及
び
巻
三
二
・
后
妃
下
孝
武
文
李
太
后

停
。
ま
た
『
艮
詰
』
倉
一
一
一
一
!
こ
紙
注
。

(
口
〉
小
南
、
前
掲
書
一
一
一
一
四
、
四

O
一
頁
、
及
び
紳
塚
、
前
掲
論
文
(
上
〉

一
八
七
|
一
八
九
頁
参
照
。

(
国
)
岡
県
仙
の
ひ
と
り
、
周
紫
陽
の
停
記
で
『
民
話
』
の
内
容
に
も
通
底
す

る
『
紫
陽
異
人
内
停
』
〈
道
議
一
五
ニ
加
〉
は
、
華
僑
の
撰
述
と
い

〉
円
ノ

(
m
m
〉
貌
夫
人
に
つ
い
て
は
、
陳
園
符
『
道
議
源
流
孜
』
上
ハ
中
華
書
局
、

一
九
六
三
年
〉
に
詳
し
い
。

(

m

ω

)

紳
塚
、
前
掲
論
文
ハ
下
〉
四
四
|
四
五
頁
参
照
。 (雄

山
閣
、

一
九
八
七
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(
幻
〉
宮
崎
市
定

『九
品
官
人
法
の
研
究
』

六
年〉
一
二
五
八
頁
参
照
。

(
幻
〉
一
例
の
み
示
す
。

「在
官
無
事
、
夷
員
内
線
、
紛
錯
不
機
其
聴
明
、

手
鏡
不
交
於
胸
心
者
、

此
道
土
之
在
官
也
」

(
巻
六
|
一
三
紙)。

〈
お
)
『
耳
白
書
』
巻
八

O
許
遁
俸
。

(
川
副
〉
士
ロ
川
中
乞
大
「
『
静
室
』
考
」
(
『
東
方
皐
報
』
京
都
五
九
、
一
九
八
七

年
)
参
照
。

(
お
〉
『
虞
詰
』
各
一一一
-|
六
紙
、

各
一一

l
一
八
紙
、
巻
八

五
J
八
紙
、
及

ぴ
『
耳
百
書
』
巻
六
七
都
惜
停
。

(
お
)
『
同
県
詰
』
各
八
|
四
紙
、
及
び
三
紙
注。

(
幻
)
宮
川
向
志

『
六
朝
史
研
究

宗
数
篇
』

(
卒
楽
寺
書
庖
、
一
九
六
四

年
〉
一

O
九
頁
参
照
。

(
お
)
『
音
書
』
各
六
八
紀
槍
簿
。

(
m
U
)

『
員
詰
』

巻
四
l
一一

紙
、
及
び
巻
二
O
l
一一一一
紙
の
陶
弘
景
の
解

種。

(
ぬ
〉
褒
谷
邦
夫
「
初
期
道
教
に
お
け
る
救
済
思
想
」
(
『
東
洋
文
化
』
五

七
、
一
九
七
六
年
)
、
及
び
砂
山
稔

「陶
弘
景
の
思
想
に
つ
い
て
ー
ー

そ
の
仙
道
理
論
を
中
心
に
1
l」
(
『
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
道
数
研
究

論
集
』
、
図
書
刊
行
曾
、
一
九
七
七
年
、

所
牧
)
参
照
。

(
汎
)
原
文
「
許
朝
者
、
暴
殺
新
野
郡
功
曹
張
燥
之
、
叉
在
然
求
龍
馬
。
此

人
皆
看
尋
際
曾
、
比
告
訴
水
官
。
水
官
逼
許
斗
(
陶
科
斗
)
使
還
其
丘

墳
、
伺
察
家
門
賞
衰
之
子
」
(
巻
七
|
六
紙
)
。
績
い
て
「
:
:
:
詣
(
陶

科
)
斗
墓
、
叱
掻
燥
〈
張
換
之
)
等
、
制
教
左
官
、
使
更
求
考
代
」
と

あ
り
、
陶
注
に

「比
令
湯
君
震
長
史
(
許
諮
)
家
掻
遁
家
訟
也
:
・

(
陶
科
斗
)
是
喪
服
中
、
換
気
筒
相
関
渉
故
也
」
と
い
う
。
ま
た
丸
山

(
同
朋
合
・
出
版
部
、

一
九
五

宏

「正

一
道
教
の
上
章
儀
躍
に
つ
い
て
|
|
『
家
訟
章
』
を
中
心
と
し

て
|
|
」
(
『
東
方
宗
教
』
六
八
、
一

九
八
六
年
)
参
照
。

(

M

M

〉

『耳百
書
』
巻
九
三
・
外
戚
王
道
俸
。

(お〉

唐
長
講

『軸
窪
田
南
北
朝
史
論
拾
遺
』

(
中
筆
書
局
、

一
九
八
三
年
〉

五
五
頁
。
ま
た
梁
の
奥
郡
朱
一昇
の
言
葉
、
「
我
寒
土
也
:
:・

諸
貴
皆
侍

枯
骨
見
軽
云
々
」

(『
南
史
』
巻
六
二
朱
一
昇
停
)。

(
鈍
〉
『
通
典
』
巻
三
・
食
貨
三
に
み
え
る
梁
の
沈
約
の
上
言
、
及
び
宮

崎
、
前
掲
書

一
九
八
頁
参
照
。

(
お
)
一
繭
永
光
司

「
天
皇
と
紫
宮
と
員
入
|
|
中
園
古
代
の
神
道
|
|
」

(『
思
想
』
六
三
七
、
一
九
七
七
年
〉
参
照
。

(
お
)

陰
成
大
山
は
「
高
さ
七
百
皇
」
と
あ
る
。
陶
注
に
「
陰
成
水
際
出
山

高
、
則
是
高
乃
宙服云
陽
九
、
而
言
百
六
似
是
誤
言
」
と
。
と
す
れ
ば

「
是
の
陰
成
、
山
の
水
際
よ
り
(
水
面
か
ら
)
己
に
高
き
こ
と
九
千
丈

な
り
」
と
理
解
す
べ
き
か
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
陰
成
大
山
の
水

際
が
九
千
丈
の
高
さ
ま
で
上
昇
し
て
い
る
と
解
四
押
し
て
お
く
。

(
幻
)

吉
岡
義
盟
『
道
数
と
併
数

第
三
』

(
図
書
刊
行
舎
、
一
九
七
六

年
)
一

一一一一五
l
二
四
九
頁
参
照
。

(
叩
拍
)
許
諮
は
『
員
諮』

巻
三
l
一
三
紙
、
楊
義
は
省
二

|
八
紙
、
許
聯
は

径
二
|
一

四
紙
。

(
鈎
)

吉
岡
義
堕

『
道
教
と
併
数

第

二

』

(豊
島
書
房
、

一
九
六
七
年
)

二
二
二
頁
多
照
。

(
州
制
)
紳
塚
、
前
掲
論
文
(
下
)
四
五
|
四
九
頁
参
照
。

(

H

U

)

菱
谷
、
前
掲
註
(
鈎
)
論
文
参
照
。

〈
必
)
小
南
、
前
掲
書
一
七
九
|
二
二
二
頁
、
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

(
必
)
『
同
県
詰
』
巻
一
六
|
四
紙
注
。
ま
た
一漏
永
、
前
掲
論
文
参
照
。
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〈川崎)
~以
下
、
仙
界
に
つ
い
て
は
『
員
詰
』
巻
-一
一

t
一
四
「
稽
紳
極
」
に

よ
る
。

(
必
)
以
下
、
鬼
界
に
つ
い
て
は
『
員
諾
』
巻
一
五
J
一
六
「
闇
幽
微
」
に

ト

ι
玄山官
。

(
刊
明
)
三
浦
園
雄
「
洞
天
一
踊
地
小
論
」
(
『
東
方
宗
数
』
六
一
、
一
九
八
三

年
)
参
照
。

(
抑
制
)
郭
幼
度
は
『
岡
県
詰
』
巻
一

-El--
一
紙
、
王
魯
連
は
巻
一
四
l
一
五
紙
、

王
子
喬
は
巻
一
一
一
|
二
紙
。

(
必
)
『
紫
陽
員
人
内
侍
』
九
紙
に
「
(
紫
陽
君
)
乃
登
陸
海
山
、
潜
入
伊

水
洞
室
-
遇
李
子
耳
、
受
隠
地
八
術
」
と
あ
る
。
ま
た
註
(
山
川
)
参
照
。

(
品
目
〉
『
三
園
士
山
』
巻
二
管
寧
俸
附
胡
昭
俸
注
引
『
吉
岡
土
停
』
。

(
印
〉
以
下
の
記
述
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
員
語
』
巻
二

J
一
四

e

「
稽
締
樋
」
に
よ
る
。
ま
た
吉
川
、
前
掲
書
八
二
|
八
三
頁
参
照
。

(
日
〉
小
南
、
前
掲
書
四

O
九
頁
。

(
臼
〉
『
後
漢
書
』
列
俸
七
一
・
濁
行
劉
湖
俸
。
但
し
楊
義
ら
が
み
た
史
書

が
何
で
あ
る
か
は
不
明
。

(
回
〉
一
繭
永
、
e

及
び
砂
山
、
前
掲
論
文
参
照
。

(
臼
〉
た
と
え
ば
「
慈
心
於
物
、
恕
己
及
人
、
仁
逮
昆
盆
、
楽
人
之
吉
、
感

人
之
苦
、
胸
人
之
急
、
救
人
之
第
、
手
不
傷
生
、
口
不
動
縮
、
:
:
:
」

(
『
抱
朴
子
内
篇
』
微
旨
)
と
。

(
田
山
〉
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
の
で
史
書
の
出
典
は
省
略
す
る
。
川
勝
、
前
掲

書
三
|
五
五
頁
参
照
。

〈
日
山
〉
以
下
の
記
述
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
員
詰
』
巻
一
五
J
一
六

「
聞
幽
微
」
に
よ
る
。
ま
た
一
幅
永
、
前
掲
論
文
参
照
。

(
幻
)
『
員
詰
』
巻
一
五
|
一

O
紙
に
、
偶
然
「
叩
歯
」
の
術
を
行
っ
て
長

生
を
得
た
飽
助
に
つ
い
て
「
北
帝
中
関
、

h

亦
比
遺
然
鬼
及
回
遊
地
残
使

取
之
(
飽
助
〉
、
而
此
歎
然
鬼
、
終
不
敢
近
(
飽
)
助
、
鬼
官
間
其
故
、

天
然
答
云
:
:
:
常
行
叩
歯
:
:
:
是
以
元
有
縁
趣
得
熱
之
耳
」
と
。

(同叫)

『虞
詰
』
に
は
北
一
帝
の
貌
を
冠
し
た
幾
つ
か
の
「
祝
」
が
み
え
、

そ

れ
を
唱
え
れ
ば
病
気
を
惹
起
す
る
鬼
を
倒
せ
る
と
読
く
。
た
と
え
ば

「
北
帯
秘
祝
」
は
「
腕
之
日
:
:
:
遊
魅
問
象
、
敢
干
我
一
柳
、
北
帯
町

制
、
牧
気
入
淵
云
々
」

(
倉
一

O
l
-
-紙
〉
、
ま
た
「
北
一
帝
熱
鬼
之

法
」
は
「
祝
日
:
:
:
敢
有
小
鬼
欲
来
見
吠
:
:
:
炎
脅
(
北
脅
〉
裂
血
、

北
斗
燃
骨
、
四
明
破
骸
、
天
猷
滅
類
、
一
柳
万
一
下
、
高
鬼
自
潰
」
と

(各一

O
l
一
0
1
一
一
一
紙
〉
。
つ
ま
り
北
帯
以
下
の
鬼
官
は
、
鬼
を

威
嚇
し
倒
す
カ
を
J

も
っ
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
回
〉
宮
崎
、
前
掲
書
参
照
。

ー

〈
ω)
『
三
園
志
』
巻
一
八
鹿
恵
惇
。

(
飢
)
『
三
園
士
山
』
巻
九
曹
爽
停
、
及
び
向
上
附
何
委
惇
注
引
『
貌
氏
春

秋
』。

(
位
)
鬼
官
の
総
数
七
十
数
名
中
、
二
十
名
近
く
。

(
臼
〉
小
南
、
前
掲
書
一
五
三
頁
、
及
び
宮
川
向
志
『
中
園
宗
数
史
研
究

第
一
』
(
同
朋
合
出
版
、
一
九
八
三
年
〉
二
ハ
六
1

一
六
九
頁
。

〈
臼
)
『
三
園
士
山
』
巻
二
八
郵
支
停
。

(伍〉

『世
読
新
語
』
賞
春
篇
、
向
上
雅
量
篇
注
引
『
菅
百
官
名
』、
及
び

墨
田
書
』
巻
二
0
・
腫
士
山
中
。

(日〉

『
貝
詰
』
巻

一
六
|
六
J
九
紙
。
陶
弘
景
は
「
雑
有
楊
君
之
僻
也
」

と
い
う
。

(
m
u
z墨
田』

巻
四
九
謝
鰻
脂
降
、
向
上
巻
九

0
・
良
吏
郡
佐
俸
。

(
回
)
こ
れ
ら
の
説
話
に
最
初
に
着
目
し
、
羅
郎
宮
と
比
較
検
討
し
た
の
は
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陶
弘
景
で
あ
る
。
ま
た
紳
塚
、
前
掲
論
文
(
上
)
一
九
五
|
一
九
九
頁

多
照
。

(
的
)

『耳
白
書
』
巻
九
四
・
隠
逸
郭
翻
博
、
向
上
程
七
成
帯
紀
に
は
庚
亮
の

推
患
で
徴
召
さ
れ
た
と
い
う
。

〈
初
〉
同
右
・
郭
翻
俸
に
、

父
は
安
城
太
守
、
伯
父
は
庚
州
刺
史
と
い
う
。

(
九
)
『
太
卒
庚
記
』
巻
一
一
一
一
九
所
引
。

(
花
)

『
青
書
』
巻
八
二
王
際
俸
に
「
世
寒
素
」
と
あ
り
、
父
は
歴
陽
令
と

い
う
。

(
向
日
〉
設
話
の
語
り
手
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
小
南
、
前
掲
書
二
七
八
|
二

九
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

(
九
)
『
耳
目
書
』
巻
七
九
謝
山
間
博
。

(
万
〉
こ
の
モ
チ
ー
フ
に
最
初
に
着
目
し
、
羅
鄭
宮
を
含
め
て
考
察
し
た
の

も
陶
弘
景
で
あ
る
。
但
し
陶
弘
景
は
、
読
話
の
幽
界
と
羅
郎
宮
と
を
同

一
の
も
の
と
み
な
し
、
捕
時
倒
の
例
と
し
て
説
話
を
奉
げ
て
い
る
。

(
市
川
〉
た
と
え
ば
「
(
謝
稚
堅
、
張
兆
期
〉
故
但
陸
仙
耳
、
無
復
登
天
糞
也」

(
『
虞
詰
』
巻
五
|
八
紙
)。

(

η

)

地
下
主
者
の
詳
細
は
、
一
柳
塚
、
前
掲
論
文
(
上
)
一
九
九
|
二
O
四

頁
多
照
。

(
刊
悶
)
褒
谷
、
前
掲
註
〈
却
〉
論
文
参
照
。

(
乃
〉
『
同
県
詰
』
巻
一
六
|
七
紙
に
、
辛
玄
子
が
鬼
官
た
る
東
海
侯
、
禁
元

中
郎
勝
、
奥
越
鬼
神
之
司
に
任
官
さ
れ
て
「
方
嘗
掻
御
群
鬼
、
領
理
是

非
、
鹿
衆
議
之
中
間
、
前
官
交
於
邪
魔
之
紛
伝
、
事
典
道
徳
震
閥
、
眼
輿

好
員
篤
際
、
熱
比
照
寂
於
玄
境
、
治
進
於
太
初
哉
」
|
|
群
鬼
を
管

轄
す
る
仕
事
は
、
仙
界
(
玄
境
、
太
初
〉
に
比
べ
よ
う
も
な
い
と
。
但

し
楊
義
は
仙
官
た
る
「
呉
越
鬼
一
柳
之
君
」
に
就
く
と
あ
り
(
倉
一
一
|
八

紙
)、
些
か
問
題
が
残
る
。

(
加
)
陶
弘
景
が

『
岡
県
議
』
を
も
と
に
撰
述
し
た

『員
霊
位
業
闘
』
で
は
、

仙
官
を
六
品
以
上
に
鬼
官
を
七
口
間
以
下
に
想
定
し
て
お
り
、

沓
七
品
以

下
を
流
外
官
と
し
た
梁

・武一
一帝
の
九
ロ凹官
制
の
改
革
に
針
隠
す
る
と
い

う
(
砂
山
、
前
掲
論
文
三

O
九
頁
)。

(
む
桓
温
に
つ
い
て
は
、
石
田
徳
行
「
東
菅
の
荊
江
軍
閥
|
l議
園
龍
充

の
桓
氏
の
場
合
|
|
」
(『軍
事
史
皐
』

六
|
四
、
一
九
七

一
年
)
、
川

合
安
「
桓
混
の
『
省
宮
併
職
』
政
策
と
そ
の
背
景
」
(『集
刊
東
洋
皐
』

五
二
、

一
九
八
四
年
)
参
照
。

(
回
)

『耳目書』

巻
三
二
・
后
妃
下
孝
武
文
李
太
后
俸
。

〈
回
)

『
員
諾
』

各
八
|
一

O
紙
。
陶
注
で
は
、
升
卒
五
年
会
二
六
一
)
頃

の
皆
示
と
い
う
。

(
制
)
墨
画
室
E
巻
七
六
王
彪
之
停
。

〈
部
)

『耳目室
田』
巻
六
四
・

簡
文
三
子
曾
稽
文
孝
王
道
子
俸。

(
郎
山
)
『
E
E
書』

巻
一

O
O孫
思
停
。

(
釘
)
『
耳
日
書
』

巻
九
八
桓
温
即
時
に
、
こ
の
北
伐
の
と
き
「
百
官
皆
於
南
州

租
道
、
都
邑
懇
傾
」
と
。

〈
回
〉
『
耳
目
書
』
巻
七
八
孔
鍛
惇
。

(
卸
)

『耳白
書』

巻
八
三
江
遁
簿
。

(
卯
)

『毘日書』

巻
九
八
桓
温
停
。

(川出)

『民
話
』
巻
一
七
|
一
一
一
一
紙
。
こ
の
手
紙
は
「
給
事
許
府
君
侯
」
宛

て
と
推
定
さ
れ
、
許
諮
の
官
歴
か
ら
す
れ
ば
三
六

0
年
代
後
牢
以
降
の

も
の
か
。

〈
位
)

『亙白書』

巻
八

O
玉
義
之
摘開
。

(

m

出
〉
越
智
重
明
『
貌
菅
南
朝
の
貴
族
制
』

〈
研
文
出
版
、
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九
八
二
年
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二
二
O
l
二
一
一
一
二
頁
参
照
。

(
倒
〉
『
E

日
書
』
径
六
四
・
簡
文
三
子
舎
稽
文
孝
王
道
子
世
子
元
顛
停
。

(
M
N

〉
『
耳
目
愛
国
』
径
八
九
沈
動
停
、
及
び
『
南
史
』
巻
=
=
ハ
沈
演
之
博
。

(
町
四
)
安
田
二
郎
「
南
朝
の
皇
帯
と
貴
族
と
豪
族
・
土
豪
層
|
|
梁
武
帯
の

革
命
を
手
が
か
り
に
|
|
」
〈
中
圏
中
世
史
研
究
曾
編
『
中
圏
中
世
史
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研
究
』
、
東
海
大
暴
出
版
舎
、
一
九
七
O
年
、
所
枚
〉
、
及
び
吉
川
忠
夫

『
六
朝
精
神
史
研
究
』
(
同
朋
会
出
版
、
一
九
八
四
年
)
一
九
九
|
二

五
九
頁
参
照
。

〈
巾
別
)
『
宋
書
』
巻
一
O
O
沈
約
自
序
、
及
び
墨
田
書
』
巻
一
O
O
孫
恩

捕
時
。
ま
た
宮
川
、
前
掲
註
(
臼
)
書
一
一
一
一
一
O
|
一
一
一
-
一
一
一
貝
参
照
。
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THE RELIGIOUS IMAGINATION OF THE SOUTHERN

　　

COMMONERS IN THE EASTERN JIN PERIOD

　　　　　　　　　

-On The Zhengao 員詰－

TSUZUKI Akiko

　　

The Taoist classic Zhengao is ａ record 6f a spirit communication

performed by ｘｕ'M1 許謐and his son together with the spirit medium

Yang Xi 楊義that took place in Danyang丹陽in the second half of the

Eastern Jin period. The purpose of this essay is to analyse the world order

that is described by these three ｍｅｎ゛ｓreligious imagination and thereby

to discover the political and social consciousness that is hidden therein.

　

卜χｕ Mi and Yang Xi were lower officials from southern commoner

families who accepted the northern aristocratic social system even while

they were rejected by that･ system.　This position casts ａ subtle shadow

on their spirit communication. This is manifested in their concept of

the “family” (Jｔａ家), their understanding of the society, and especially

their construction of the afterlife (theがα万１･仙界ｏ１: ｇｕｉｎｅ鬼界) that

is seen in the Zhengao. The afterlife of the Ｚｈｅｎｇａｏwas situated in

the same physical conteχt as human society (complete with mountains,

islands and caves).　It assumed the ｅχistence of the class hierarchy

dictated by Confucian morality.

　　

This concocted world reflected the structure of the actual society i

however, it also revealed the upset in social position that was ｃｏ皿ing

about between the commoners and the Eastern Tin aristocracy (namely

the military leadersトwho were pursuing wars). This actual overturning

of the system of ranking individuals lends significance to the denial ０ｆ

chaos or of any dissension with the aristocratic syste耳l which honored

family background.

　　

At that time moreover, although the military aristocracy was func-

tioning securely, due t０ the successive invasions of the north, the social

order of the Jiangnan area was beginning to crumble. TheＺｈｅｎｇａｏ

was

　

indeed

　

ａ

　

product

　

of

　

the

　

religious

　

imagination

　

of the southern

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2･－



commoners who, by creating ａ fantasy world, were trying to overcome

these various contradictions.

IMPERIAL SACRIFICES IN THE TANG DYNASTY ：THOSE

　　　　

PERFORMED BY THE EMPEROR AND THOSE

　　　　　　

BY ＡREPRESENTATIVE AUTHORITY

Kaneko Shuichi

　　

In the imperial sacrifices of the Tang, it was the rule that the

important state sacrifices （がα可f郊祀）ａｎｄ the ancestral sacrifices （ｚｏｎｇ

ｍｉａｏ宗廟) were performed by the emperor in person. However, there

･was also ａ system whereby these were performed on his behalf by ａ

“representative authority'･ （ｙｃＭｓiS‰ｓhi有司振事）･

　　

There is a wealth of reference in the sources to the emperor perfor。

ming the sacrifices in person, but there is little about the “representative

authority.” Without ａ clear understanding of the relationship between

the two, it is impossible to make proper use　of ｅχisting references to

the imperial sacrifices.

　　

This

　

essay presents several conclusions.　First, following the clue

that the ceremony to congratulate the emperor (ｃｈａｏｉｉａ朝賀）ｏｎ the

day of the winter solstice was cancelled when the emperor performed

the state sacrifices in person on that day, we can conclude that there

must have been an ｅχtremely high incidence of the representative authority

performing the sacrifices instead. Second, there were di琵erences in the

scale, eχpense and participants depending on whether the sacrifices were

performed by the emperor or by the representative. Moreover, in the

case of the emperor, an edict announcing the event had to be issued about

two months in advance. Finally, the paper details the ranks of the

officials who, as representative authorities, performed the periodic ancestral

sacrifices C^心昭ji正祭）.　Within this group, the position of the

Three Dukes (ｓｏｎｇｏｎｇ三公), except for imperial male relatives, was

limited to high officials of the Department of State Ａ任aiｒs（Ｓｈａｎｅｓhｕｓｈｅｎｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－３－
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